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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

特
集

学
校
史
の
展
示
と
そ
の
展
開

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
の
現
状
に
関
す
る
一
考
察

―
―
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
事
例
と
し
て
―
―

小

枝

弘

和

一

は
じ
め
に

現
時
点
に
お
い
て
、
資
料
関
連
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
博
物
館
も
し
く
は
博
物
館
に
類
似
し
た
施
設
を
備
え
、
ス
ク
ー
ル
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
な
ど
を
目
的
と
し
た
啓
蒙
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
展
示
活
動
を
実
施
し
て
い
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

は
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
展
示
活
動
は
、
い
わ
ゆ
る
博
物
館
活
動
に
準
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

形
成
や
醸
成
を
主
眼
と
す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
企
画
展
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
学
術
的
な
成
果
を
公
表
す
る
活
動
を
実

施
し
て
い
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
も
多
い
。
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
略
す
。）
の
展
示
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活
動
も
こ
の
種
の
一
時
例
に
あ
た
る
。

現
代
で
は
資
料
関
連
業
務
の
一
環
と
し
て
展
示
活
動
は
一
般
的
な
業
務
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の

多
く
が
学
校
史
の
編
纂
事
業
を
設
立
の
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
展
示
活
動
は
副
次
的
な
業
務
に
な
る
。
セ
ン

タ
ー
も
年
史
編
纂
を
背
景
に
設
置
さ
れ
た
部
署
で
あ
る
が
、
そ
の
展
示
活
動
は
現
在
で
は
資
料
関
連
業
務
の
中
で
も
主
要
業
務
に

変
化
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
同
（
1
）

志
社
を
事
例
と
し
て
こ
の
変
化
の
過
程
と
そ
の
過
程
で
生
じ
た
諸
問
題
を
詳
述
し
、
セ
ン

タ
ー
の
展
示
活
動
の
ル
ー
ツ
と
現
状
を
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
史
の
一
時
例
と
し
て
提
示
す
る
。
た
だ
し
、
同
志
社
に

お
け
る
展
示
活
動
の
嚆
矢
は
セ
ン
タ
ー
で
は
な
い
た
め
、
前
史
に
あ
た
る
同
志
社
に
お
け
る
明
治
中
期
以
降
の
博
物
館
構
想
及
び

展
示
活
動
と
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
セ
ン
タ
ー
の
展
示
活
動
に
言
及
す
る
。

二

二
つ
の
博
物
室

（
1
）
神
学
校
教
員
に
よ
る
宗
教
博
物
館
構
想

同
志
（
2
）

社
史
に
お
け
る
博
物
館
活
動
の
記
録
と
し
て
現
存
す
る
最
古
の
記
録
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
頃
に
発
足
し
た
同

志
社
神
学
校
の
宗
教
博
物
館
（
室
）
構
想
と
そ
の
実
践
で
あ
る
。
こ
の
構
想
と
実
践
に
つ
い
て
は
元
同
志
社
社
史
資
料
室
長
の
河

野
仁
昭
氏
の
先
行
（
3
）

研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宗
教
博
物
館
の
要
旨
だ
け
を
原
資
料
か
ら
取
り
上
げ
て
示
す
。

こ
の
宗
教
博
物
館
構
想
は
一
八
九
三
年
六
月
、
当
時
神
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
湯
浅
吉
郎
（
一
八
五
八
―
一
九
四
三
）、
松
山

高
吉
（
一
八
四
七
―
一
九
三
五
）、
Ｍ
・
Ｌ
・
ゴ
ー
ド
ン
（
一
八
四
三
―
一
九
〇
〇
）
ら
で
結
成
し
た
同
志
社
宗
教
博
物
館
創
立

委
員
の
名
前
で
印
刷
・
配
布
さ
れ
た
「
同
志
社
宗
教
博
物
館
設
立
之
（
4
）

趣
旨
」（
以
下
、「
趣
旨
」
と
略
す
。）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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湯
浅
ら
は
事
前
に
小
﨑
弘
道
同
志
社
社
長
ら
社
員
会
（
現
在
の
理
事
会
に
相
当
）
に
「
宗
教
博
物
室
設
立
し
ニ
付
（
5
）

願
書
」
を
提
出

し
、「
趣
旨
」
は
社
員
会
の
許
可
を
経
て
広
く
一
般
に
公
表
さ
れ
た
。

「
趣
旨
」
は
「
神
学
の
研
究
に
必
要
の
も
の
二
ツ
あ
り
、
一
ツ
は
宗
教
図
書
館
に
し
て
一
ツ
は
宗
教
博
物
館
」
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、「
宗
教
博
物
館
の
か
た
は
そ
の
必
要
を
認
め
ね
ば
に
や
未
だ
不
完
全
の
者
す
ら
我
国
に
な
し
」
と
し
、
こ
れ
が

「
神
学
教
育
に
大
い
な
る
欠
点
な
り
」
と
し
て
、
宗
教
博
物
館
の
設
立
を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
理
由
を
、「
神
学
の
研
究
に

は
必
ず
宗
教
上
の
実
事
を
知
る
を
も
て
肝
要
と
は
為
な
り
、
そ
の
実
事
を
知
ん
に
は
宗
教
博
物
館
よ
り
善
は
な
し
」
と
し
て
い

る
。
別
の
表
現
と
し
て
「
活
社
会
の
道
徳
を
維
持
し
そ
の
元
気
を
鼓
舞
し
た
る
活
宗
教
の
真
相
は
た
ゞ
実
際
の
実
物
に
つ
き
て
始

め
て
見
る
こ
と
を
得
べ
き
の
み
」
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
委
員
ら
が
構
想
す
る
宗
教
博
物
館
は
実
世
界
に
生
き
る
宗
教
を
そ
の

時
に
実
在
し
た
文
物
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
目
的
自
体
が
神
学
教
育
で
あ
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
し

て
、
収
集
対
象
と
な
る
資
料
分
野
と
し
て
「
第
一
仏
教
之
部
」「
第
二
神
道
之
部
」「
第
三
天
主
教
之
部
」「
第
四
雑
宗
之
部
」
が

挙
げ
ら
れ
、
学
内
だ
け
で
な
く
学
外
に
も
広
く
資
料
寄
贈
を
訴
え
た
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
四
分
野
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。「
趣
旨
」
に
は
、「
我
国
に
は
仏
教
神
道
天
主
教
そ
の
他
に
も
種
々
の
宗
教
あ
り
ぬ
べ
し
、
そ
れ
ら
の
宗
教
に
係

る
物
ど
も
は
漏
さ
で
集
め
ま
ほ
し
く
思
う
な
り
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
日
本
土
着
あ
る
い
は
伝
来
し
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
除

く
宗
教
資
料
が
収
集
・
研
究
の
対
象
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
外
邦
の
学
者
も
日
本
の
宗
教
を
研
究
せ
ん
と
お
も
は
ゞ
我

宗
教
博
物
館
に
来
り
て
そ
の
材
料
を
得
る
に
い
た
ら
ん
然
ば
た
ゞ
に
我
が
同
志
社
わ
が
日
本
の
為
の
み
な
ら
ず
世
界
に
ま
で
此
上

な
き
便
益
を
蒙
ふ
ら
し
む
べ
し
」
と
あ
る
。
表
向
き
は
、
日
本
に
根
付
い
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
以
外
の
宗
教
を
資
料
で
概
観
す

る
こ
と
が
可
能
な
宗
教
博
物
館
の
設
立
構
想
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
趣
旨
」
が
伝
道
師
及
び
牧
師
養
成
機
関
で
あ
る
神
学

校
の
教
員
ら
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
や
伝
道
師
が
赴
任
地
の
宗
教
事
情
を
学
び
、
伝

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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道
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
行
間
よ
り
窺
え
る
。
こ
の
意
味
で
は
日
本
の
関
西
地
方
の
伝
道
拠
点

で
あ
る
同
志
社
に
右
の
趣
旨
で
宗
教
博
物
館
を
設
置
す
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
同
志
社
を
支
援
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の

海
外
伝
道
会
社
）
の
伝
道
戦
略
上
有
益
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宗
教
博
物
館
構
想
は
神
学
教
育
だ
け
で

な
く
ボ
ー
ド
の
日
本
伝
道
戦
略
に
も
有
益
な
効
果
を
期
待
で
き
た
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

続
け
て
「
趣
旨
」
に
は
「
今
幸
ひ
に
も
同
志
社
神
学
館
成
れ
り
、
暫
く
そ
の
一
室
を
借
り
て
輯
集
の
物
品
を
陳
列
し
之
を
宗
教

博
物
室
と
称
え
て
宗
教
博
物
館
の
立
た
ん
日
を
竣
つ
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
同
志
社
神
学
館
と
は
、
久
良
留
久
（
ク
ラ
ー
ク
）

神
学
館
、
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
記
（
6
）

念
館
を
指
す
。
神
学
校
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
に
同
志
社
英
学
校
（
中
等
教
育
レ
ベ
ル
）

の
上
位
に
位
置
す
る
学
校
と
し
て
開
校
し
た
が
、
専
用
校
舎
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
神
学
校
に
と
っ
て
は
専
用
校
舎
が
で
き
た
こ

と
が
宗
教
博
物
館
構
想
を
立
ち
上
げ
実
践
す
る
一
つ
の
転
機
で
あ
り
、
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
神
学
館
の
一
室
を
宗
教
博
物
館

と
し
て
利
用
し
、
実
績
作
り
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
宗
教
博
物
館
構
想
は
、
最
初
は
宗
教
博
物
室
と
し
て
実
際
に
神
学
館
内
で
運
営
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
『
同
志
社
明
治
廿
六

年
度
報
告
（
7
）

』
に
記
事
と
し
て
あ
る
。
ま
た
、
以
降
、
ほ
ぼ
各
年
度
の
報
告
書
に
宗
教
博
物
室
へ
の
寄
付
が
一
九
〇
八
年
（
明
治
四

一
）
ま
で
報
告
さ
（
8
）

れ
た
。
そ
の
後
は
、
宗
教
博
物
室
に
関
す
る
報
告
及
び
資
料
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
先
行
研
究
で
は
一

九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
同
志
社
大
学
が
開
校
し
た
際
に
、
教
室
の
確
保
の
た
め
に
宗
教
博
物
室
が
整
理
さ
れ
た
と
推
定
し
て

（
9
）

い
る
が
、
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
一
二
年
頃
に
は
神
学
校
の
宗
教
博
物
室
は
役
割
を
終
え
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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（
2
）
普
通
学
校
博
物
学
教
員
に
よ
る
博
物
室
運
営

神
学
校
の
宗
教
博
物
室
は
短
命
で
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
く
が
、
ほ
ぼ
同
時
に
も
う
一
つ
博
物
室
が
誕
生
し
て
い
る
。
開
設
者

は
同
志
社
普
通
学
校
（
の
ち
の
旧
制
同
志
社
中
学
校
）
教
員
の
加
藤
延
年
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
で
あ
る
。
加
藤
の
後
年
の

随
想
を
確
認
す
る
と
、
加
藤
は
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
四
月
に
同
志
社
普
通
学
校
に
赴
任
し
、
地
理
歴
史
及
び
博
物
学
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
加
藤
の
普
通
学
校
生
徒
時
代
の
恩
師
Ｍ
・
Ｒ
・
ゲ
イ
ン
ズ
（M

arshall

Richard
G
aines,

一
八
三
九
―
一
九
二
四
）
が
残
し
て
い
た
鉱
物
標
本
、
そ
し
て
、
同
じ
く
恩
師
の
児
玉
信
嘉
が
収
集
し
た
動
物

標
本
を
利
用
し
て
授
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
（
10
）

か
る
。
実
際
に
加
藤
は
恩
師
の
残
し
た
標
本
に
寄
付
や
個
人
購
入
の
標
本
を
追
加

す
る
こ
と
で
膨
大
な
数
の
標
本
を
収
集
し
た
。
の
ち
に
こ
の
標
本
群
は
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
同
志
社
内
で
は

知
る
人
ぞ
知
る
剝
製
及
び
博
物
学
標
本
で
あ
る
（
現
在
非
公（
11
）

開
）。

加
藤
は
恩
師
ら
が
残
し
た
標
本
を
も
と
に
普
通
学
校
内
に
博
物
室
を
設
け
た
が
、
設
置
時
期
と
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ

し
、
加
藤
は
普
通
学
校
に
就
任
し
た
一
八
九
九
年
頃
か
ら
既
存
の
標
本
に
新
し
い
標
本
を
加
え
、
少
な
く
と
も
一
九
一
二
年
に
は

神
学
館
と
は
別
に
博
物
室
が
存
在
し
て
い
た
。
卒
業
生
ら
の
団
体
・
同
志
社
校
友
会
が
発
行
し
て
い
た
『
同
志
社
時
報
』
第
八
六

号
（
明
治
四
五
年
三
月
二
五
日
発
行
）
の
雑
録
欄
に
、
加
藤
の
名
前
で
「
絵
葉
書
、
標
本
類
の
寄
贈
を
望
む
」
と
題
さ
れ
た
記
事

が
あ
り
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
博
物
地
理
等
の
教
授
に
標
本
の
必
要
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
き
こ
と
に
し
て
、
標
本
の

蒐
集
、
整
理
、
配
列
、
保
存
及
び
利
用
は
實
に
容
易
の
業
に
あ
ら
ず
、
我
同
志
社
に
は
幸
に
博
物
室
の
設
あ
り
て
其
内
に
數
百
點

の
標
本
を
蔵
し
、
教
授
上
の
便
宜
ま
こ
と
に
尠
し
と
せ（
12
）

ず
。」

加
藤
は
同
記
事
に
て
こ
う
し
た
収
蔵
資
料
の
教
育
的
意
義
と
し
て
「
夫
れ
教
師
が
生
徒
諸
君
に
努
力
と
興
味
と
を
惹
起
し
、
巧
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に
此
二
者
を
調
和
一
致
せ
し
め
、
以
て
教
授
の
有
効
を
期
す
べ
き
は
言
ふ
ま
で
も
な
き
こ
と
」
と
記
し
て
い
る
。
加
藤
は
実
物
標

本
の
も
た
ら
す
教
育
的
効
果
を
強
調
し
て
い
る
が
、
同
じ
趣
旨
の
発
言
内
容
が
同
志
社
理
事
会
内
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
散
見
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
三
月
二
八
日
開
催
理
事
会
の
記
録
に
は
、
同
志
社
普
通
学
校
専
門
部
の
在
学
期
間

変
更
に
関
す
る
発
言
記
録
の
中
に
、
在
学
年
数
を
減
少
し
た
と
し
て
も
「
講
義
筆
記
ヲ
主
ト
セ
ズ
開
発
主
義
ニ
従
テ
学
生
ヲ
シ
テ

教
科
書
参
考
書
実
験
ヲ
以
テ
咸
々
自
習
研
究
セ
シ
ム
ル
結
果
其
切
程
ニ
於
テ
ハ
教
ヲ
劣
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
得
（
13
）

ベ
シ
」
と
あ
る
。
同
志

社
の
教
育
主
義
が
開
発
主
義
で
あ
る
以
上
、
加
藤
が
収
集
す
る
自
然
史
関
係
の
博
物
資
料
収
集
及
び
教
育
利
用
は
同
志
社
の
教
育

方
針
に
合
致
し
て
い
た
と
言
え
る
。

加
藤
は
在
籍
中
に
相
当
数
の
博
物
資
料
を
収
集
し
た
。
加
藤
が
教
員
職
に
就
任
し
て
か
ら
二
三
年
後
の
一
九
三
五
年
（
昭
和
一

〇
）
に
発
行
さ
れ
た
『
我
等
の
同
志
社
』
に
、
加
藤
自
ら
が
「
同
志
社
博
物
室
の
現
状
は
獣
類
が
二
百
に
近
く
、
鳥
類
が
三
百
に

近
く
、
貝
類
は
千
種
を
超
え
、
雑
然
と
し
て
二
大
室
に
満
ち
、
全
然
倉
庫
の
観
を
呈
し
、
殆
ど
通
路
が
な
い
位
で
あ
る
」
と
当
時

の
状
況
を
書
き
残
し
て
（
14
）

い
る
。
膨
大
な
点
数
と
な
っ
た
博
物
資
料
は
、
こ
の
時
は
波
里
須
理
化
学
館
（
現
在
の
ハ
リ
ス
理
化
学

館
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
置
）
二
階
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
さ
（
15
）

れ
る
。
た
だ
し
、
加
藤
は
一
九
三
三
年

（
昭
和
八
）
に
同
志
社
を
退
職
し
て
お
り
、
記
事
を
発
表
し
た
時
に
は
嘱
託
と
し
て
博
物
室
の
管
理
に
専
念
し
て
（
16
）

い
た
。
そ
の
後
、

加
藤
は
少
な
く
と
も
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
ま
で
嘱
託
教
員
と
し
て
博
物
館
事
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
職
員
録

か
ら
わ
か
る
が
、
そ
の
後
の
管
理
が
ど
う
な
っ
た
か
は
判
然
と
し
（
17
）

な
い
。
加
藤
が
集
め
た
博
物
資
料
は
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
一

九
）
の
同
志
社
工
業
専
門
学
校
開
校
を
機
に
図
書
館
（
現
在
の
啓
明
館
）
に
一
時
移
管
さ
れ
、
戦
後
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二

五
）
に
は
、
旧
制
中
学
校
の
後
身
の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
志
社
高
等
学
校
が
あ
る
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
醇
化
館
（
元
武
道

場
、
一
九
二
九
年
竣
工
、
昭
和
天
皇
御
大
典
後
に
下
賜
さ
れ
た
建
物
）
へ
と
移
さ
（
18
）

れ
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
加
藤
は
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あ
く
ま
で
旧
制
中
学
校
の
教
員
で
あ
り
、
加
藤
が
収
集
し
た
博
物
資
料
の
管
理
責
任
は
旧
制
中
学
校
の
後
身
と
な
る
学
校
が
負
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
旧
制
中
学
校
の
受
け
皿
の
一
つ
と
な
っ
た
新
制
高
等
学
校
が
存
在
し
、
か
つ
収
蔵
可
能
な
建

物
が
あ
っ
た
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
博
物
資
料
の
保
管
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
加
藤
の
博
物
資
料
は
二
〇
一
五
年

（
平
成
二
七
）
時
点
で
総
数
約
八
、〇
〇
〇
点
と
言
わ
れ
て
（
19
）

い
る
。
し
か
し
、
醇
化
館
は
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）
に
解
体
さ

れ
、
博
物
資
料
は
大
学
に
移
管
さ
れ
た
（
20
）

た
め
、
こ
の
数
字
は
大
学
移
管
時
の
資
料
点
数
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は

大
学
企
画
課
が
管
理
し
て
い
る
。

以
上
、
同
志
社
史
に
お
け
る
二
つ
の
博
物
室
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
双
方
の
博
物
室
が
発
案
者
の
帰
属
す
る
学
校
へ
の
教
育
的

貢
献
を
強
く
意
識
し
て
構
想
・
設
置
・
運
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
学
校
史
に
直
結
す
る
よ
う
な
施
設
で
は
な

か
っ
た
。

三

同
志
社
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
の
嚆
矢

（
1
）
新
島
会
館
維
持
会
に
よ
る
博
物
館
構
想

明
治
時
代
に
構
想
さ
れ
た
二
つ
の
博
物
室
の
運
営
は
、
実
態
を
伴
う
教
育
活
動
で
あ
っ
た
が
、
双
方
の
博
物
室
と
も
に
考
案
者

及
び
発
案
者
が
同
志
社
を
離
職
し
た
後
は
そ
れ
ら
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
縮
小
・
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
両
博
物
室
が
そ
れ
ぞ
れ
限
ら
れ
た
学
問
分
野
や
学
校
の
利
用
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
同
志
社
内
に
お

け
る
認
知
度
も
低
く
、
施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
求
心
力
も
マ
ン
パ
ワ
ー
も
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
ち
ょ
う
ど
加
藤
が
同
志
社
を
退
職
す
る
頃
か
ら
練
ら
れ
た
新
た
な
博
物
館
構
想
が
あ
っ
た
。
同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
の
遺
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品
及
び
資
料
を
中
心
に
し
た
博
物
館
構
想
で
あ
る
。
同
志
社
男
子
部
諸
学
校
の
卒
業
生
で
構
成
さ
れ
る
団
体
・
同
志
社
校
友
会

（
以
下
、
校
友
会
と
略
す
。）
が
打
ち
出
し
た
構
想
で
あ
る
。

校
友
会
は
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
に
組
織
さ
れ
た
ア
ル
ム
ニ
を
前
身
と
す
る
団
体
で
あ
り
、
校
友
会
の
名
称
は
一
八
九

〇
年
（
明
治
二
三
）
か
ら
使
用
さ
（
21
）

れ
た
。
校
友
会
は
そ
の
設
立
以
来
、
同
志
社
を
金
銭
的
精
神
的
に
支
え
る
活
動
を
継
続
し
て
き

た
が
、
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
る
。
新
島
会
館
の
建
設
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
一
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

記
録
に
は
決
議
事
項
と
し
て
「
七
、
校
友
会
館
建
設
ノ
為
メ
旧
新
島
邸
構
内
空
地
貸
与
ノ
件
」
と
あ
り
「
校
友
会
長
ヨ
リ
ノ
願
出

ニ
依
リ
新
島
先
生
宅
地
ノ
空
地
ノ
部
分
ヲ
貸
与
ス
ル
コ
ト
」
と
議
決
さ
れ
て
（
22
）

い
る
。
創
立
者
の
旧
宅
の
南
側
の
空
地
部
分
と
い

う
、
校
友
と
し
て
も
特
別
な
場
所
に
校
友
の
為
の
会
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
校
友
会
関
係
者
を
鼓
舞
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
実
際
に
、
理
事
会
の
決
定
か
ら
一
年
半
後
あ
た
り
か
ら
、
校
友
会
の
人
々
に
よ
る
建
設
資
金
の
募
金
活
動
が
積
極
的
に
展

開
さ
（
23
）

れ
た
。
な
お
、
校
友
会
館
設
置
は
同
志
社
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
た
校
友
会
の
重
要
行
事
で
、
同
時
に
校
友
会
が
『
同
志

社
五
十
年
史
』
も
編
纂
す
る
な
ど
、
校
友
会
の
活
動
が
そ
も
そ
も
活
性
化
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

校
友
会
館
は
名
称
を
新
島
会
館
と
し
て
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
一
二
月
二
九
日
に
開
館
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
島
会
館
の
完

成
に
伴
い
、
同
時
期
に
開
館
の
維
持
管
理
を
目
的
と
し
て
新
島
会
館
維
持
会
が
組
織
さ
（
24
）

れ
た
。
維
持
会
は
「
同
志
社
校
友
会
員
及

同
（
25
）

窓
会
員
ノ
有
志
」、
す
な
わ
ち
、
同
志
社
内
男
子
部
と
女
子
部
の
出
身
者
ら
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
維
持
会

が
設
立
し
た
年
の
六
月
一
四
日
、
新
島
襄
の
妻
・
八
重
が
永
眠
し
、
新
島
会
館
北
隣
に
あ
る
新
島
夫
妻
の
旧
邸
の
管
理
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
既
に
八
重
は
同
志
社
に
自
宅
を
寄
贈
し
て
お
り
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
五
月
時
点
で
同
志
社
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
（
26
）

い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
維
持
会
の
報
告
に
よ
る
と
、「
新
島
会
館
維
持
会
は
同
志
社
よ
り
、
旧
邸
維
持

の
委
託
を
受
け
、
之
を
以
て
新
島
会
館
維
持
会
事
業
の
一
つ
と
な
す
方
針
に
決
定
し
目
下
維
持
方
法
細
目
を
協
議
中
」
と
（
27
）

あ
る
。
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校
友
会
の
資
料
を
確
認
す
る
限
り
、
管
理
主
体
で
あ
る
同
志
社
が
校
友
会
に
新
島
夫
妻
旧
邸
の
管
理
を
維
持
会
に
委
託
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
志
社
側
に
は
管
見
の
限
り
記
録
は
な
い
。

続
い
て
、
維
持
会
は
一
九
四
〇
年
に
同
志
社
が
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
周
年
事
業
を
計
画
し
た
。
維
持
会
の
一

九
三
五
年
一
月
三
十
日
付
「
第
三
回
常
務
委
員
会
記
録
」
に
は
、
協
議
事
項
の
一
つ
目
と
し
て
「
母
校
創
立
六
十
周
年
記
念
行
事

ノ
件
」
が
あ
り
、
二
つ
の
案
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
新
島
先
生
記
念
博
物
館
ノ
建
設
」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
新
島
先

生
遺
芳
帳
（
遺
物
集
）
出
版
」
で
（
28
）

あ
る
。
前
者
が
同
志
社
の
歴
史
に
お
い
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
学
校
史
に
関
係
し
た
博
物
館
構

想
に
な
る
。

「
第
三
回
常
務
委
員
会
記
録
」
に
お
い
て
、
新
島
襄
先
生
記
念
博
物
館
は
「
松
江
市
在
ノ
小
泉
八
雲
記
念
館
ト
同
様
ノ
モ
ノ
ヲ

作
レ
バ
総
工
費
五
千
五
百
円
位
ヲ
要
ス
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
松
江
市
に
あ
る
小
泉
八
雲
記
念
館
は
、
同
館
Ｈ
Ｐ
に
よ

る
と
、
八
雲
の
永
眠
後
に
教
え
子
や
ゆ
か
り
の
人
物
た
ち
に
よ
り
遺
品
を
収
集
し
、
記
念
館
建
設
の
た
め
の
募
金
活
動
を
展
開
し

て
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
一
一
月
に
完
成
し
、
募
金
運
動
で
は
約
六
、五
一
〇
円
が
集
ま
っ
た
と
（
29
）

あ
る
。
維
持
会
は
直
近
の
近

似
事
例
と
し
て
小
泉
八
雲
記
念
館
を
想
定
し
、
同
様
の
形
式
を
想
定
し
て
新
島
先
生
記
念
博
物
館
構
想
を
練
り
上
げ
た
。

維
持
会
の
具
体
的
な
博
物
館
構
想
は
「
新
島
先
生
記
念
博
物
館
建
設
趣
意
書
案
」（
正
確
な
作
成
年
不
詳
、
以
下
、「
趣
意
書

案
」
と
略
す
。）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。「
趣
意
書
案
」
は
前
置
き
に
続
き
、
新
島
が
残
し
た
遺
品
に
つ
い
て
「
内
的
に
は
生
け
る
先

（
マ
マ
）

生
に
接
し
て
其
の
教
を
受
く
る
想
ひ
あ
ら
し
め
外
的
に
は
、
其
等
遺
物
が
渾
然
と
し
て
一
体
系
を
な
し
、
明
治
文
化
史
上
に
祭
然

た
る
光
輝
を
放
っ
て
い
ま
す
」
と
評
し
、
博
物
館
建
設
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
之
等
の
も
の
を
先
生
の
伝
記
、
其
他
同
志
社
関
係
の
諸
文
献
と
共
に
千
歳
の
後
に
伝
へ
、
吾
等
の
子
々
孫
々
に
至
る
迄
之
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に
よ
り
て
先
生
の
高
風
と
偉
大
な
る
足
跡
と
を
仰
が
し
め
、
且
つ
吾
等
も
之
に
接
し
、
と
こ
し
へ
に
活
き
給
ふ
先
生
の
御
声

を
聴
く
の
よ
す
が
と
す
可
き
で
あ
り
ま
す
。」

こ
の
よ
う
に
、
維
持
会
が
構
想
し
た
博
物
館
は
、
創
立
者
の
事
績
を
振
り
返
り
、
そ
の
功
績
を
礼
讃
す
る
性
格
の
強
い
展
示
施

設
で
あ
る
。
当
時
の
維
持
会
及
び
校
友
会
に
は
新
島
襄
に
教
え
を
直
接
受
け
た
人
物
も
所
属
し
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
設
立

目
的
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

維
持
会
は
、
こ
う
し
た
目
的
を
前
提
と
し
て
「
小
博
物
館
を
先
生
旧
邸
内
に
建
設
す
る
こ
と
は
最
も
当
を
得
た
る
も
の
な
る
こ

と
」
と
博
物
館
の
設
置
場
所
を
隣
接
す
る
新
島
旧
邸
内
に
設
け
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
旧
邸
内
敷
地
の
建
設
場
所
、
建
築
様
式
及

び
竣
工
予
定
に
つ
い
て
は
、「
趣
意
書
案
」
に
掲
載
し
た
「
新
島
先
生
記
念
博
物
館
建
設
要
綱
」
に
て
「
七
、
建
設
ノ
位
置
ハ
、

現
在
旧
邸
ノ
門
長
屋
ヲ
敷
地
内
東
北
隅
ニ
移
転
シ
、
其
ノ
跡
ヲ
使
用
ス
」、「
八
、
建
物
様
式
ハ
現
在
ノ
門
長
屋
ト
全
ク
同
様
ノ
外

観
ヲ
有
ス
ル
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
ニ
シ
テ
内
部
ヲ
書
庫
、
閲
覧
室
、
陳
列
室
、
予
備
室
、
手
洗
場
所
ニ
分
ツ
」、「
九
、
竣

工
期
、
昭
和
十
年
十
一
月
三
十
日
」
と
（
30
）

あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
門
（
31
）

長
屋
と
は
、
か
つ
て
は
新
島
襄
の
両
親
が
寓
居
し
た
家
屋
を
指

す
。
こ
の
家
屋
を
敷
地
内
で
移
築
し
た
の
ち
に
、
門
長
屋
と
同
様
の
外
観
を
も
つ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
小
さ
な
博
物
館

を
門
長
屋
の
あ
っ
た
場
所
に
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、「
趣
意
書
案
」
が
こ
の
後
に
検
討
、
審
議
さ
れ
た
記
録
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
同
志
社
の
理
事

会
記
録
に
も
記
録
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
成
案
に
す
ら
至
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
博
物
館
構
想
は
同
志
社

に
刺
激
を
与
え
た
。
そ
の
証
左
が
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
の
新
島
先
生
遺
品
庫
の
建
設
で
あ
る
。
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（
2
）
新
島
先
生
遺
品
庫
設
置
と
そ
の
意
義

同
志
社
が
一
九
四
二
年
一
一
月
二
八
日
付
で
ま
と
め
た
「
新
島
先
生
遺
品
庫
建
設
経
過
報
告
」
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
新
島
先

生
遺
品
庫
ノ
建
設
ハ
今
ヨ
リ
十
年
前
新
島
先
生
旧
邸
内
ニ
建
設
ノ
議
ア
リ
タ
ル
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
久
敷
ニ
亘
リ
待
望
セ
ラ
レ
タ
リ
」

と
あ
る
。
維
持
会
の
博
物
館
構
想
が
一
つ
の
契
機
と
し
て
新
島
先
生
遺
品
庫
（
以
下
、
遺
品
庫
と
略
す
。）
建
設
に
刺
激
を
与
え

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
続
け
て
「
昭
和
十
五
年
新
島
先
生
五
十
周
年
記
念
事
業
會
成
ル
ヤ
事
業
ノ
一
ト
シ
テ
之
ヲ
企
画
シ
タ
ル
ニ

校
友
池
田
庄
太
郎
氏
ハ
率
先
シ
テ
之
ニ
浄
財
金
一
万
円
ヲ
投
ゼ
ラ
レ
此
ノ
企
図
ヲ
完
成
ニ
到
ラ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ハ
関
係
者
一
同
ノ

深
ク
欣
幸
ト
ス
ル
所
（
32
）

ナ
リ
」
と
あ
る
。
遺
品
庫
建
設
は
新
島
襄
永
眠
五
十
年
記
念
事
業
と
し
て
卒
業
生
の
池
田
庄
太
郎
（
一
九
一

六
年
同
志
社
普
通
学
校
卒
業
）
か
ら
の
一
万
円
の
寄
付
を
中
心
に
建
設
さ
れ
た
。
同
報
告
に
は
設
計
を
一
柳
建
築
事
務
所
が
、
施

工
を
株
式
会
社
清
水
組
が
請
け
負
っ
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
遺
品
庫
は
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
施
設
で
あ

る
。遺

品
庫
建
設
が
提
案
さ
れ
た
頃
、
同
志
社
で
は
周
年
記
念
が
連
続
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
の
創
立
以

来
、
五
〇
周
年
記
念
（
一
九
二
五
年
）、
六
〇
周
年
記
念
（
一
九
三
五
年
）、
新
島
襄
永
眠
五
〇
年
（
一
九
四
〇
年
）
と
比
較
的
短

い
期
間
で
周
年
事
業
が
展
開
さ
れ
、
同
志
社
あ
る
い
は
校
友
会
が
各
々
独
自
の
事
業
を
計
画
し
、
実
施
し
て
い
た
。
維
持
会
の
博

物
館
構
想
が
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

遺
品
庫
建
設
は
、
東
京
で
の
記
念
講
演
会
や
東
京
と
大
阪
の
高
島
屋
で
実
施
さ
れ
た
新
島
襄
の
遺
品
の
展
（
33
）

覧
会
を
含
め
た
新
島

襄
永
眠
五
〇
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
同
志
社
で
は
一
九
四
〇
年
三
月
二
〇
日
発
行

『
同
志
社
新
報
』
第
四
五
号
紙
上
に
て
「
新
島
先
生
五
十
年
記
念
事
業
」
と
称
し
て
「
遺
邸
補
強
費
」（
五
、〇
〇
〇
円
）、「
遺
品

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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庫
一
棟
新
築
費
」（
三
、〇
〇
〇
円
）、「
遺
品
保
存
費
」（
五
〇
〇
円
）、「
遺
跡
五
ヶ
所
石
標
建
設
費
」（
五
〇
〇
円
、
候
補
地
は

「
江
戸
生
誕
ノ
地
」、「
函
館
乗
船
ノ
所
」、「
大
磯
永
眠
ノ
地
」、「
京
都
住
宅
」、「
墓
地
道
し
る
べ
」）、「
遺
品
展
覧
会
講
演
会
其
他

諸
費
」（
一
、〇
〇
〇
円
）、
合
わ
せ
て
合
計
一
〇
、〇
〇
〇
円
の
募
金
を
呼
び
掛
け
る
記
事
を
掲
載
（
34
）

し
た
。
掲
載
す
る
や
否
や
校
友

か
ら
反
応
が
あ
り
、
翌
月
発
行
の
『
同
志
社
新
報
』
第
四
六
号
に
お
い
て
「
池
田
氏
の
美
挙

新
島
先
生
遺
品
庫
建
築
費
に
一
万

円
の
（
35
）

寄
付
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
先
述
の
池
田
が
三
、〇
〇
〇
円
を
募
集
し
て
い
た
遺
品
庫
建
築
に
単
独
で
一
〇
、〇
〇
〇
円
を
寄
附

し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
記
事
で
あ
る
。
そ
の
記
事
で
池
田
は
「
遺
品
庫
は
新
島
先
生
の
御
精
神
を
伝
へ
る
べ
き
最
も
大
切
な
る
物

で
あ
る
か
ら
出
来
る
丈
け
完
全
な
も
の
を
造
ら
れ
度
い
、
計
画
の
如
く
三
千
円
で
は
不
完
全
と
思
ふ
、
自
分
は
一
万
円
を
寄
附
す

る
か
ら
遺
品
庫
の
為
に
の
み
之
を
費
つ
て
も
ら
い
度
い
」
と
訪
問
を
受
け
た
校
友
会
関
係
者
に
述
べ
て
い
る
。
池
田
の
寄
付
の
申

し
出
に
よ
り
、
遺
品
庫
は
か
つ
て
維
持
会
が
構
想
し
た
博
物
館
施
設
よ
り
も
潤
沢
な
資
金
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
か
く
し
て
、
遺
品
庫
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
六
月
ご
ろ
に
着
工
し
、
一
〇
月
一
八
日
に
定
礎
式
挙
行
、
一
九
四
二
年

（
昭
和
一
七
）
二
月
ご
ろ
完
成
し
、
暫
く
曝
涼
期
間
を
置
い
た
の
ち
、
一
一
月
二
八
日
に
開
館
（
36
）

し
た
。
建
築
費
は
さ
ら
に
増
額
さ

れ
て
一
八
、〇
〇
〇
円
、
面
積
二
四
・
五
坪
（
約
八
一
㎡
）、
煉
瓦
造
瓦
葺
平
屋
建
、
当
時
の
図
書
館
（
現
在
の
啓
明
館
）
南
側
に

建
設
さ
（
37
）

れ
た
。

か
く
し
て
遺
品
庫
は
、
創
立
者
に
関
係
す
る
資
料
を
展
示
す
る
、
同
志
社
史
上
初
の
独
立
し
た
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
。
こ
の

意
味
で
、
遺
品
庫
の
誕
生
は
同
志
社
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
遺
品
庫

の
内
実
は
展
示
に
特
化
し
た
施
設
で
あ
っ
た
。『
同
志
社
新
報
』
紙
上
で
公
開
さ
れ
た
遺
品
庫
の
設
計
図
を
見
る
と
、
館
内
は
第

一
室
と
第
二
室
と
い
う
二
つ
の
大
小
の
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
部
屋
に
陳
列
棚
が
設
け
ら
れ
て
（
38
）

い
る
。
現
在
、
セ
ン

タ
ー
に
建
築
図
面
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
遺
品
庫
創
建
時
の
実
際
の
設
計
図
と
『
同
志
社
新
報
』
紙
上
で
公
開
さ
れ
た
設
計
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遺品庫の設計図 図
の
相
違
を
確
認
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
遺
品
庫
は
資
料
保
存
を
意
識
し
た
構
造
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
時
代
背
景
も

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遺
品
庫
は
展
示
に
適
し
た
温
湿
度
管
理
が
可
能
な
施
設
で
も
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ

以
降
、
同
志
社
は
専
用
の
展
示
施
設
を
所
有
す
る
こ
と
で
、
継
続
し
て
遺
品
庫
で
の
展
示
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
新
島
先
生
遺
品
庫
の
展
示
活
動

遺
品
庫
で
開
催
さ
れ
た
最
初
の
展
示
は
、
開
館
と
同
時
に
開
始
し
た
「
新
島
先
生
遺
品
庫
開
館
記
念
展
観
」（
主
催：

財
団
法

人
同
志
社
）
で
あ
る
。
新
島
襄
の
旧
蔵
本
を
除
き
、
新
島
の
全
生
涯
に
関
わ
る
資
料
や
遺
品
が
少
な
く
と
も
四
九
タ
イ
ト
ル
一
一
八

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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点
が
陳
列
目
録
に
記
載
さ
（
39
）

れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に
配
布
さ
れ
た
陳
列
目
録
に
は
、
資
料
リ
ス
ト
以
外
に
は
日
時
を
一
九
四
二

年
一
一
月
二
八
日
、
場
所
を
新
島
先
生
遺
品
庫
と
記
す
の
み
で
、
展
観
の
開
館
日
時
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
開
館
日
当
日
の
み

の
開
催
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
同
志
社
に
お
い
て
学
校
史
に
関
わ
る
展
示
施
設
が
初
め
て
確
立
し
、
展
示
活
動
が
始
ま
る
が
、
同
時
に
、
遺
品
庫
の

存
在
は
同
志
社
に
関
す
る
資
料
を
所
有
す
る
人
々
を
大
い
に
刺
激
し
、
同
志
社
へ
の
資
料
寄
贈
の
呼
び
水
と
な
っ
た
。
卒
業
生
な

ど
の
同
志
社
関
係
者
に
向
け
て
『
同
志
社
新
報
』
紙
上
で
、
募
金
活
動
、
池
田
の
募
金
、
そ
し
て
、
建
設
着
手
が
報
じ
ら
（
40
）

れ
た
後

か
ら
、
同
報
紙
上
に
資
料
寄
贈
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
開
館
式
挙
行
迄
、
四
回
に
わ
た
り
資
料
寄

贈
記
事
が
掲
載
さ
（
41
）

れ
た
。
新
島
の
教
え
子
や
か
つ
て
新
島
と
交
流
が
あ
っ
た
人
物
の
子
孫
だ
け
で
な
く
、
新
島
の
親
族
関
係
者
も

寄
贈
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
し
か
し
、
開
館
以
降
は
同
報
紙
上
で
寄
贈
資
料
が
報
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
当
時
は
戦
時
下
で
あ

り
、
同
報
紙
面
は
戦
争
に
関
す
る
記
事
が
戦
局
に
応
じ
て
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
遺
品
庫
建

設
の
募
金
か
ら
完
成
ま
で
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
以
降
は
状
況
が
変
わ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
資
料
寄

贈
の
申
し
出
は
継
続
し
て
い
た
。
戦
後
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
の
時
点
で
遺
品
庫
収
蔵
資
料
は
『
新
島
先
生
遺
品
庫
収
蔵

目
録
』
上
下
巻
に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
点
数
に
達
し
て
い
た
。
河
野
仁
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
当
時
で
収

蔵
資
料
は
六
、〇
〇
〇
点
を
超
え
る
と
さ
れ
て
（
42
）

い
る
。
遺
品
庫
完
成
時
の
収
蔵
点
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
遺
品
庫
完
成
か
ら
お
よ

そ
半
世
紀
で
相
当
数
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
巨
大
な
資
料
群
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
時
点
で
既
に
遺
品

庫
の
収
蔵
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
限
界
に
達
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
収
蔵
資
料
が
漸
次
増
加
し
て
い
く
中
で
、
遺
品
庫
は
そ
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
新
島
襄
や
同
志
社
の
初
期
の
資
料

を
公
開
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
同
時
に
遺
品
庫
は
一
九
四
一
年
三
月
理
事
会
に
お
い
て
大
学
図
書
館
貴
重
書
庫
と
し
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て
新
島
関
連
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
（
43
）

い
る
。
遺
品
庫
は
展
示
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
初
期
か
ら
資

料
保
存
の
役
割
も
課
せ
ら
れ
た
施
設
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
初
は
大
学
図
書
館
が
遺
品
庫
を
管
理
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
運
用
形
態
に
関
す
る
資
料
は
現
時
点
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

遺
品
庫
の
運
営
形
態
が
記
録
に
残
り
始
め
る
の
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
以
降
で
あ
る
。
こ
の
年
、
創
立
九
〇
周
年
を

目
前
に
控
え
た
同
志
社
で
は
、
創
立
一
〇
〇
年
に
備
え
て
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
未
整
理
資
料
を
整
理
す
る
同
志
社
社
史
史
料
編
集

所
（
以
下
、
編
集
所
と
略
す
。）
を
学
校
法
人
同
志
社
本
部
付
で
設
置
（
44
）

し
た
。
そ
の
際
に
理
事
会
よ
り
編
集
所
に
課
せ
ら
れ
た
職

務
の
一
つ
が
、「
新
島
先
生
遺
品
庫
の
管
理
及
び
新
島
研
究
会
と
の
連
携
」
で
あ
（
45
）

っ
た
。
一
九
六
三
年
に
同
志
社
に
お
い
て
大
学

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
起
点
と
な
る
編
集
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
志
社
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
活
動
と
し
て
遺
品
庫

の
展
示
活
動
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
展
示
活
動
は
遺
品
庫
が
創
立
以
来
担
っ
て
き
た
新
島
襄
関
連
資
料

の
展
示
が
中
心
で
、
そ
の
枠
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

編
集
所
が
担
当
と
な
っ
た
遺
品
庫
で
の
展
示
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
資
料
を
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て

い
な
い
が
、
展
示
活
動
は
継
続
し
て
い
た
。
編
集
所
へ
の
遺
品
庫
移
管
後
で
展
示
活
動
最
古
の
記
録
は
一
九
六
四
年
（
昭
和
三

九
）
六
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
の
五
日
間
、
新
島
襄
が
密
出
国
を
敢
行
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
目
の
節
目
に
開
催
し
た
遺
品
庫
一
般

公
開
に
関
す
る
新
聞
記
事
で
（
46
）

あ
る
。
そ
の
他
、
残
さ
れ
た
記
録
は
、「
同
志
社
創
立
九
七
周
年
記
念

文
書
で
見
る
『
同
志
社
創

学
』」
展
（
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
一
一
月
二
五
日
〜
二
七
日
）、
同
志
社
創
立
九
八
周
年
記
念
新
島
遺
品
庫
公
開
（
一
九
七

三
年
（
昭
和
四
八
）
一
一
月
二
五
日
〜
二
九
日
）、
昭
和
四
九
年
度
秋
季
新
島
遺
品
庫
公
開
（
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
一
一

月
二
六
日
〜
三
〇
日
）、
昭
和
五
〇
年
度
夏
期
新
島
遺
品
庫
公
開
（
一
九
七
五
年
六
月
七
日
〜
一
一
日
）
な
ど
が
（
47
）

あ
る
。
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
遺
品
庫
は
少
な
く
と
も
一
年
に
二
度
、
春
と
秋
に
五
日
間
程
度
一
般
公
開
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
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月
日
が
経
る
ご
と
に
状
況
は
変
化
し
、
河
野
氏
は
一
九
八
九
年
頃
に
は
「
収
蔵
資
料
六
〇
〇
〇
点
を
越
え
る
に
至
っ
た
偏
在
で

は
、
展
示
施
設
と
し
て
の
機
能
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
る
。
適
当
な
収
蔵
庫
が
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
今
で
は
春
秋
二

回
（
五
月
と
一
一
月
の
第
三
週
）、
資
料
を
厳
選
し
て
展
示
公
開
す
る
の
が
関
の
山
で
あ（
48
）

る
。」
と
、
寄
贈
資
料
を
受
け
入
れ
続
け

て
き
た
結
果
、
遺
品
庫
が
収
蔵
庫
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
遺
品
庫
は
そ
も
そ
も
小
型
の
展
示
施
設

で
あ
り
、
将
来
の
収
蔵
資
料
数
を
想
定
せ
ず
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
も
陸
続
す
る
寄
贈
の
申
し
出
に
長
期
間
対
応

で
き
る
よ
う
な
施
設
で
は
無
か
っ
た
。
完
成
か
ら
半
世
紀
を
経
て
遺
品
庫
は
そ
の
役
割
の
変
革
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
遺
品
庫
が
収
蔵
能
力
の
限
界
を
迎
え
る
前
に
、
同
志
社
内
に
再
び
博
物
館
設
置
を
目
指
す
動
き
が
あ
っ
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
で
あ
っ
た
鈴
木
重
治
氏
は
、
執
筆
し
た
「
博
物
館
の
も
つ
教
育
力
―
―
同
志
社
に

ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
の
設
置
を
―
―
」
に
お
い
て
、
同
志
社
大
学
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
（
現
・
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
伴
っ

て
同
志
社
総
合
博
物
館
設
置
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
鈴
木
は
理
事
長
室
で
こ
の
構
想
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ

た
博
物
館
本
館
の
建
築
設
計
図
面
を
実
見
し
た
よ
う
で
、「
展
示
室
に
は
三
つ
の
柱
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
が
同
志
社
の
社

史
資
料
室
関
係
で
あ
り
、
他
の
二
つ
は
、
自
然
史
関
係
の
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
急
速
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
考
古
学
関
係

の
出
（
49
）

土
品
」
と
記
し
て
い
る
。
鈴
木
は
、
こ
の
構
想
は
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
と
表
現
し
て
お
り
、
理
事
会
記
録
な
ど
で
も
公
に

議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）
に
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
た
の
ち
も
総
合
博
物
館
は
建
設
さ
れ
て

い
な
い
。
右
記
の
三
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
考
古
学
資
料
を
中
心
と
し
た
歴
史
資
料
館
が
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
に
設
置
さ

れ
、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）
に
は
同
志
社
関
連
資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
施
設
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
設
さ
れ
た
に
す
ぎ

な
い
。
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四

新
し
い
展
示
施
設
の
開
設

（
1
）N

eesim
a
Room

開
設

遺
品
庫
は
一
九
九
〇
年
頃
に
は
そ
の
収
容
能
力
が
限
界
に
近
付
き
、
設
立
当
時
の
役
割
が
十
全
に
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
た

が
、
こ
の
状
況
が
変
化
す
る
契
機
が
訪
れ
る
。
一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
四
月
に
実
施
さ
れ
た
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
工
学
部

（
現
・
理
工
学
部
）
全
面
移
転
で
あ
る
。

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
九
八
六
年
四
月
、
新
し
く
京
都
府
南
部
の
綴
喜
郡
田
辺
町
に
開
校
し
た
。
そ
の
敷
地
面
積
は
約
九
二
・

六
万
㎡
と
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
約
一
〇
・
二
万
㎡
）
の
お
よ
そ
九
倍
と
（
50
）

な
る
。
当
時
、
同
志
社
で
は
大
学
入
学
者
数
増
加
に

伴
う
今
出
川
校
地
の
狭
隘
化
が
深
刻
な
問
題
で
、
校
地
の
面
積
は
「
大
学
設
置
基
準
」
を
満
た
し
て
い
な
か
（
51
）

っ
た
。
こ
の
狭
隘
化

を
解
消
し
、
新
た
に
学
校
を
発
展
さ
せ
る
土
台
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
が
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
延
長
線
上

に
一
九
九
四
年
の
工
学
部
移
転
が
あ
っ
た
。

工
学
部
が
移
転
し
た
後
、
工
学
部
が
利
用
し
て
い
た
建
物
の
う
ち
ハ
リ
ス
理
化
学
館
の
二
階
に
展
示
室N

eesim
a
Room

（
一
六
二
・
二
㎡
）
が
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
に
設
置
さ
れ
、
二
月
よ
り
展
示
を
開
始
（
52
）

し
た
。N

eesim
a
Room

の
名
前
の
由
来

は
、
創
立
者
新
島
襄
の
英
語
名Joseph

H
ardy

N
eesim

a

に
依
る
。
そ
の
名
前
が
示
す
通
り
、
こ
の
展
示
室
は
遺
品
庫
の
展
示
活

動
の
後
継
施
設
で
あ
っ
た
。
他
方
、
遺
品
庫
は
そ
の
役
割
を
資
料
の
収
蔵
に
特
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
九
年
（
平
成
一

一
）
三
月
ご
ろ
に
一
九
九
九
年
度
中
に
二
ヶ
月
の
工
期
で
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
運
営
主
体
で
編
纂
室
の
後
身
で
あ
る
社

史
資
（
53
）

料
室
（
以
下
、
資
料
室
と
略
す
。）
に
伝
え
（
54
）

ら
れ
、
一
九
九
九
年
一
二
月
末
か
ら
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
三
月
迄
ま
で
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工
事
が
実
施
（
55
）

さ
れ
、
外
壁
か
ら
の
熱
の
影
響
を
受
け
に
く
い
二
重
化
さ
れ
た
壁
面
構
造
を
も
つ
、
二
四
時
間
温
湿
度
管
理
が
可
能

な
収
蔵
庫
と
な
（
56
）

っ
た
。
資
料
室
に
は
、
遺
品
庫
の
改
修
に
よ
り
、
は
る
か
に
広
い
展
示
室
と
専
門
の
収
蔵
庫
を
備
え
、
展
示
活
動

に
適
し
た
環
境
が
揃
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
収
蔵
庫
と
展
示
室
が
異
な
る
建
物
に
存
在
す
る
た
め
、
資
料
出
し
等

の
作
業
で
は
外
気
と
資
料
の
接
触
を
如
何
に
忌
避
す
る
か
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
加
え
て
、
編
集
所
は
大
学
へ

の
移
管
に
よ
っ
て
名
称
を
資
料
室
と
変
更
し
、
事
務
室
は
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
か
ら
啓
明
館
へ
と
移
転
し
た
。
収
蔵
庫
と
展
示
室
、

そ
し
て
事
務
所
す
べ
て
が
別
の
建
物
に
存
在
す
る
た
め
、
資
料
や
展
示
施
設
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は
二
〇
二
一

年
（
令
和
三
）
の
現
在
も
継
続
し
、
展
示
室
の
管
理
に
つ
い
て
は
後
述
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
根
本
的
な
問
題
解
消
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

一
方
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
に
設
置
さ
れ
たN

eesim
a
Room

は
遺
品
庫
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
比
べ
て
面
積
が
単
純
に
二
倍
と

な
っ
た
、
展
示
専
用
ケ
ー
ス
が
備
わ
っ
た
施
設
で
あ
っ
た
が
、
館
内
に
は
他
の
事
務
部
門
の
事
務
所
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
務
所

と
同
様
に
空
調
設
備
は
一
般
的
な
設
備
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
環
境
の
維
持
はN

eesim
a
Room

設
置
以
来
の
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、N
eesim

a
Room

は
大
学
歴
史
資
料
館
分
館
と
位
置
付
け
ら
れ
て
、
一
九
九
六
年
四
月
一
日
付
で
京
都

府
教
育
委
員
会
よ
り
博
物
館
相
当
施
設
の
指
定
を
受
け
て
（
57
）

お
り
、
の
ち
の
展
示
活
動
の
展
開
に
有
意
と
な
っ
た
。

（
2
）N

eesim
a
Room

企
画
展
の
実
態

一
九
九
五
年
に
設
置
さ
れ
たN

eesim
a
Room

は
後
継
施
設
と
な
る
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
に
特
別
展
一
回

（
臨
時
に
実
施
し
た
展
示
会
）
を
含
め
四
三
回
の
企
画
展
を
実
施
し
た
。
各
回
の
テ
ー
マ
、
主
催
、
協
力
、
期
間
、
開
館
日
数
、

入
場
者
数
は
後
出
の
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
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N
eesim

a
Room

で
の
展
示
活
動
は
、
基
本
的
に
は
遺
品
庫
の
展
示
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
内
容
を
単
純
に
質
的
量
的
に
拡

大
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
設
置
当
初
は
年
三
回
企
画
展
を
実
施
し
、
年
間
開
館
日
数
は
二
五
〇
日
か
ら
三
〇
〇
日
で

あ
っ
た
。
年
に
二
回
程
度
、
数
日
程
度
の
短
期
間
に
限
ら
れ
て
い
た
遺
品
庫
の
展
示
活
動
が
大
幅
に
広
が
っ
た
こ
と
は
表
1
が
示

す
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
資
料
の
展
示
期
間
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
に
長
く
、
展
示
環
境
の
保
全
、
展
示
活
動
に
起
因
す

る
資
料
へ
の
悪
影
響
な
ど
に
一
層
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
当
時
の
規
程
に
は
「N

eesim
a
Room

の
管
理

運
営
に
関
す
る
（
58
）

こ
と
」
と
だ
け
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
担
当
者
の
自
由
裁
量
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
展
示
テ
ー
マ
は
遺
品

庫
の
展
示
方
針
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
来
室
者
も
当
初
は
一
、〇
〇
〇
人
程
度
と
少
な
く
、
入
場
料
も
無
料

で
、
あ
く
ま
で
新
島
襄
と
新
島
が
関
係
し
た
歴
史
を
公
開
す
る
小
さ
な
展
示
室
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、N

eesim
a
Room

は
遺
品
庫
の
展
示
活
動
を
継
承
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）
頃
か
ら
既
存
の
目
的

を
超
え
て
展
示
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
試
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
契
機
は
資
料
室
の
組
織
変
更
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
の

法
人
の
事
務
機
構
整
理
に
よ
っ
て
資
料
室
は
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
属
す
る
一
機
関
と
な
っ
て
い
た
。
明
確
な
時
期
は
不
明
な

が
ら
、
資
料
室
と
人
文
科
学
研
究
所
の
将
来
の
組
織
的
合
併
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
組
織
的
合
併
に
は
至

（
59
）

ら
ず
、
資
料
室
は
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）
五
月
に
部
課
相
当
レ
ベ
ル
の
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
独
立
（
60
）

し
た
。
独

立
に
伴
い
、
業
務
内
容
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
な
か
で
も
「
同
志
社
社
史
編
纂
に
関
す
る
こ
と
」
が
「
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
規
程
」
に
明
記
さ
れ
た
（
61
）

こ
と
で
セ
ン
タ
ー
の
展
示
活
動
は
遺
品
庫
か
ら
受
け
継
い
だ
活
動
の
枠
組
み
を
超
え
て
展
示
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
九
回
か
ら
第
四
三
回
ま
で
の
企
画
展
テ
ー
マ
の
広
が
り
、
学
内
他
部

署
と
の
協
力
体
制
、
学
外
諸
団
体
と
の
共
催
な
ど
、
同
志
社
を
テ
ー
マ
の
基
軸
と
し
、
人
物
、
宗
教
、
地
域
な
ど
を
も
う
一
つ
の

軸
と
し
て
、
そ
の
交
わ
り
か
ら
見
出
さ
れ
る
歴
史
的
ト
ピ
ッ
ク
が
展
示
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
。
テ
ー
マ
が
多
様
性
を
持
つ
に

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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表
1
N
eesim

a
Room

で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
一
覧
表

総
入
館

（
入
室
）

者
数
1,080
1,991

991

1,513
1,778

970

966
1,075

470

919
1,626

796

1,682
1,262

938

1,213

2,724

2,214
1,713

2,486

3,372

4,838

3,086

2,508

3,134

実
施

日
数83
1097365
103

1009382839465979062

1229391986898

130

不
明

131

146

132

期
間

1995年
2
月
1
日
～
5
月
13日

1995年
6
月
12日
～
10月
31日

1995年
11月

15日
～
1996年

2
月
29日

1996年
3
月
12日
～
5
月
31日

1996年
6
月
10日
～
10月
31日

1996年
11月

11日
～
1997年

3
月
22日

1997年
4
月
2
日
～
7
月
15日

1997年
7
月
25日
～
11月

6
日

1997年
11月

15日
~1998年

3
月
20 日

1998年
4
月
1
日
～
7
月
11日

1998年
7
月
22日
～
10月
31日

1998年
11月

12日
～
1999年

3
月
20日

1999年
4
月
1
日
～
7
月
10日

1999年
7
月
21日
～
10月
30日

1999年
11月

16日
～
2000年

4
月
28日

2000年
6
月
1
日
～
9
月
14日

2000年
10月

16日
～
2001年

5
月
31日

2001年
2
月
15日
～
5
月
31日

2001年
7
月
2
日
～
9
月
29日

2001年
11月

1
日

～
2002年

2
月
28日

2002年
4
月
1
日
～
8
月
30日

2002年
10月

1
日

～
2003年

2
月
28日

2003年
4
月
1
日
～
8
月
29日

2003年
10月

1
日

～
2004年

2
月
29日

2004年
4
月
1
日
～
8
月
31日

協
力
／
後
援
／
そ
の
他

主
催
／
共
催

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

タ
イ
ト
ル

徳
富
蘇
峰

手
紙
に
見
る
新
島
襄
の
生
涯

同
志
社
の
開
校
と
京
都

新
島
襄
の
日
本
と
世
界

新
島
襄
の
遺
志
を
継
い
だ
人
た
ち

新
島
襄
の
少
年
時
代

―
―
脱
国
ま
で
―
―

新
島
襄
の
ア
メ
リ
カ
時
代

新
島
襄
の
大
学
設
立
へ
の
挑
戦

新
島
襄
と
徳
富
蘇
峰

新
島
襄
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

新
島
襄
の
書
と
絵

新
島
襄
に
送
ら
れ
た
手
紙

明
治
期
の
同
志
社

新
島
襄
と
関
西

熊
本
バ
ン
ド
の
人
た
ち

新
島
襄
・
同
志
社
ゆ
か
り
の
碑

同
志
社
125
周
年
の
あ
ゆ
み

『
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
』
の
世
界

同
志
社
の
肖
像
画

同
志
社
と
女
子
教
育

同
志
社
百
景

―
―
風
景
画
で
見
る
120
年
―
―

『
同
志
社
山
脈
』
の
世
界

遺
品
か
ら
見
る
新
島
襄

若
王
子
に
眠
る
人
々

函
館
か
ら
ボ
ス
ト
ン
へ

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
10回

第
11回

第
12回

第
13回

第
14回

第
15回

第
16回

第
17回

第
18回

第
19回

第
20回

第
21回

第
22回

第
23回

第
24回

第
25回
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3,294

2,653

2,283

154
1,929

2,747

3,560

2,436

2,791

2,571

3,209

3,369

2,261

3,679

3,088

4,050

4,570

17,976

各
種
情
報
は
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
事
務
文
書
か
ら
抽
出
し
た
。
な
お
、
主
催
者
の
表
記
は
同
志
社
社
史
資
料
室
及
び
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
を
社
史
と
略
し
た
。

132

132

1228
134

128

132

130

113

103

103

101

10896

114

108

11377

2004年
10月

1
日

～
2005年

2
月
28日

2005年
4
月
1
日
～
8
月
31日

2005年
10月

1
日

～
2006年

2
月
28日

2006年
3
月
14日
～
3
月
21日

2006年
4
月
1
日
～
8
月
31日

2006年
10月

2
日

～
2007年

2
月
28日

2007年
4
月
2
日
～
8
月
31日

2007年
10月

1
日

～
2008年

7
月
31日

2008年
4
月
1
日
～
7
月
31日

2008年
10月

1
日

～
2009年

1
月
31日

2009年
4
月
1
日
～
7
月
31日

2009年
10月

1
日

～
2010年

1
月
31日

2010年
4
月
1
日
～
8月
1
日

2010年
10月

1
日

～
2011年

1
月
31日

2011年
4
月
1
日
～
7
月
31日

2011年
9
月
28日

～
2012年

1
月
31日

2012年
4
月
1
日
～
7
月
31日

2013年
3
月
26日
～
6
月
30日

協
賛
：
京
都
知
恵
と
力
の
博
覧
会
／
協

力
：
会
津
若
松
市
、
会
津
若
松
市
立
会

津
図
書
館
、
福
島
県
立
博
物
館
、
会
津

武
家
屋
敷

協
賛
：
学
校
法
人
神
戸
女
学
院

出
陳
協
力
：
島
津
製
作
所
創
業
記
念
資

料
館

協
賛
：
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
／

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局

協
力
：
福
島
県
立
博
物
館
、
若
松
城
天

守
閣
郷
土
博
物
館
、
会
津
武
家
屋
敷
、

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
本
松
市

歴
史
資
料
館
／
後
援
：
白
河
市
、
二
本

松
市
、
京
都
府
、
京
都
市
、
N
H
K
京

都
放
送
局

社
史

社
史

社
史

A
m
herstCollege
社
史

社
史

社
史

社
史

社
史

共
催
：
社
史
、
早
稲
田

大
学
文
化
推
進
部

社
史

社
史

社
史

共
催
：
社
史
、
同
志
社

大
学
歴
史
資
料
館

社
史

主
催
：
社
史
／
共
催
：

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館

社
史

主
催
：
学
校
法
人
同
志

社
／
共
催
：
福
島
県
、

会
津
若
松
市
、
福
島
県

観
光
物
産
交
流
協
会

徳
富
蘇
峰
と
熊
本
バ
ン
ド

同
志
社
と
ア
ー
モ
ス
ト

新
島
襄
と
同
志
社

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
特
別
展

躍
動
す
る
同
志
社

戦
後
の
同
志
社

1946～
1986

同
志
社
と
戦
争

1930～
1945

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
同
志
社

―
―
原
田
助
総
長
と
海
老
名
弾
正
総

長
の
時
代
―
―

よ
み
が
え
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
館

早
稲
田
と
同
志
社

―
―
創
立
者
の
想
い
と
交
流
か
ら
―
―

同
志
社
の
表
徴

―
―
エ
ン
ブ
レ
ム
と
デ
ザ
イ
ン

新
島
八
重
の
生
涯

―
―
進
取
と
矜
持
―
―

目
的
の
大
な
る
人
物
を

―
―
創
設
期
の
学
生
た
ち
―
―

幕
末
と
同
志
社

―
―
薩
摩
藩
邸
址
に
あ
っ
て
―
―

ま
か
れ
た
種

―
―
神
戸
女
学
院
と
同
志
社
―
―

京
都
の
中
の
同
志
社
―
―
相
国
寺
、
朝

廷
と
明
治
の
近
代
化
―
―

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ

―
―
若
草
萌
え
て
―
―

会
津
と
八
重

―
―
八
重
を
育
て
た
故
郷
―
―

第
26回

第
27回

第
28回

特
別
展

第
29回

第
30回

第
31回

第
32回

第
33回

第
34回

第
35回

第
36回

第
37回

第
38回

第
39回

第
40回

第
41回

第
42回

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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い
た
る
と
入
場
者
数
も
少
し
ず
つ
増
加
し
、
学
内
外
へ
セ
ン
タ
ー
の
展
示
活
動
が
周
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
資
料
室
か
ら
セ
ン
タ
ー
へ
と
組
織
変
更
し
た
の
ち
も
実
施
日
数
が
一
〇
〇
日
を
超
え
る
設
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
、
展
示
期
間
を
短
縮
せ
ず
、
同
時
に
展
示
環
境
に
よ
る
資
料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
テ
ー
マ
ご
と
に
出
陳
す
る
資
料
数

を
増
や
し
て
五
〇
日
程
度
を
目
安
と
し
て
展
示
替
え
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
資
料
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
も
、
従
来
の

展
示
期
間
を
維
持
し
な
が
ら
展
示
室
を
運
営
す
る
な
ど
の
工
夫
を
セ
ン
タ
ー
は
実
施
す
る
必
要
が
あ
（
62
）

っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
二

〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）
に
展
示
施
設
及
び
そ
の
運
営
体
制
が
一
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
き
っ
か
け
は
同
志
社
創
立
一
三
五
周

年
記
念
事
業
で
あ
る
。

（
3
）
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設

同
志
社
は
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）
に
創
立
一
三
五
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
同
志
社
は
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
中

心
と
し
た
記
念
事
業
、
講
演
や
展
示
、
記
念
模
型
の
制
作
な
ど
を
中
心
と
す
る
記
念
行
事
、
そ
し
て
記
念
事
業
に
対
応
し
た
記
念

募
金
で
構
成
さ
れ
る
同
志
社
創
立
一
三
五
周
年
記
念
事
業
を
実
施
（
63
）

し
た
。
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事

業
に
お
い
て
、N

eesim
a
Room

が
あ
る
ハ
リ
ス
理
化
学
館
は
、
館
内
の
各
事
務
所
が
別
の
建
物
に
移
転
し
た
の
ち
、
教
学
施
設

と
し
て
の
館
の
在
り
方
が
課
題
と
な
り
、
大
学
長
の
諮
問
に
基
づ
い
て
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）
ハ
リ
ス
理
化
学
館
構
想
検
討

委
員
会
が
設
置
さ
（
64
）

れ
た
。
検
討
委
員
会
は
一
年
間
の
審
議
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
付
で
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
の
構
想

に
つ
い
て
（
（
65
）

答
申
）」
を
示
し
た
。
こ
の
答
申
に
お
い
て
構
想
検
討
委
員
会
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た

人
が
、
ま
ず
は
立
ち
寄
っ
て
同
志
社
を
感
じ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
が
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
構
想
の
核
心
」
と

し
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
す
る
複
合
的
施
設
を
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
（
66
）

リ
ー
（
仮
称
）」
と
し
、
具
体
的
な
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事
業
項
目
と
し
て
（
1
）
常
設
・
企
画
の
展
示
、（
2
）
新
入
生
初
年
次
教
育
や
留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
、

（
3
）
新
入
社
員
（
教
職
員
）
研
修
と
の
連
携
、（
4
）
法
人
内
諸
学
校
に
お
け
る
正
課
・
課
外
活
動
と
の
連
携
、（
5
）
講
習

会
・
研
究
会
の
開
催
、（
6
）
そ
の
他
の
関
連
事
業
の
展
開
の
場
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
館
の
運
営
に
関
し
て
は
新
設
部
署

を
設
け
ず
、「
企
画
運
営
委
員
会
」
を
組
織
し
て
事
務
局
を
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
置
く
と
し
て
い
る
。
こ

の
答
申
は
、N

eesim
a
Room

が
担
っ
て
い
た
役
目
を
は
る
か
に
超
え
て
、「
同
志
社
を
知
る
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
幅
広
い
展

示
活
動
が
期
待
さ
れ
た
構
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
答
申
内
容
を
実
現
す

る
に
は
、
新
た
な
人
員
と
資
金
が
必
要
と
な
る
。
答
申
に
は
セ
ン
タ
ー
の
人
員
増
強
が
書
か
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
答
申
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
）
一
一
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年

（
平
成
二
五
）
三
月
三
一
日
ま
で
の
任
期
で
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
」
が
設
置

（
67
）

さ
れ
、
加
え
て
答
申
案
の
具
体
的
な
内
容
検
討
の
た
め
に
作
業
部
会
が
設
け
ら
（
68
）

れ
た
。
設
置
検
討
委
員
会
は
作
業
部
会
の
意
見
を

踏
ま
え
て
一
一
回
の
会
議
を
通
じ
て
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
付
け
で
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
内
容
に

つ
い
て
（
答（
69
）

申
）」
を
大
学
長
に
提
出
し
た
。
設
置
検
討
委
員
会
は
こ
の
答
申
で
「
学
生
・
教
職
員
の
利
用
に
供
し
、
校
友
・
同

窓
と
と
も
に
愛
校
心
を
喚
起
し
、
来
校
者
・
一
般
の
人
た
ち
に
は
同
志
社
を
啓
蒙
す
る
シ
ン
ボ
ル
・
タ
ワ
ー
と
し
て
、
学
術
・
教

育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
、
名
称
を
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
へ
と
変
更
し
た
。
創

立
者
の
名
前
を
外
し
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
設
置
検
討
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
「
こ
の
建
物
を
純
粋
な
博
物
館
と
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
同
志
社
館
と
し
た
い
」
と
い
う
意
見
の
影
響
が
（
70
）

あ
る
。
展
示
室
に
つ
い
て
は
一
階
を
同
志
社
、
二
階
を
同
志
社
関
連
の
フ

ロ
ア
ー
と
位
置
付
け
、
一
階
に
は
常
設
展
示
室
と
し
て
「
新
島
襄
の
部
屋
と
同
志
社
の
あ
ゆ
み
」
と
「
同
志
社
の
今
」
の
二
室
を

設
け
、
同
志
社
の
歴
史
と
現
在
を
展
示
し
、
二
階
に
は
中
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
京
都
の
歴
史
の
中
に
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
や
同
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志
社
を
位
置
付
け
、
大
学
歴
史
資
料
館
の
資
料
を
用
い
て
運
営
す
る
常
設
展
示
室
「
京
都
の
中
の
同
志
社
」
と
、
多
種
多
様
な

テ
ー
マ
で
展
示
を
行
う
「
企
画
展
示
室
」
を
設
置
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
針
を
基
本
と
し
て
、
作
業
部
会
で
館
内
の
展
示
構

成
に
関
す
る
議
論
を
重
ね
、
内
規
と
し
て
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
体
制
、
利
用
形
態
に
関
す
る
申
合
せ

（
71
）

（
案
）」（
以
下
、「
申
合
せ
案
」
と
略
す
。）
を
ま
と
め
た
。「
申
合
せ
案
」
で
は
「
2
管
理
体
制
」
の
項
に
て
、
一
階
に
設
置
す
る

常
設
展
示
室
1
（
同
志
社
の
あ
ゆ
み
）、
常
設
展
示
室
2
（
新
島
襄
の
人
と
思
想
）、
展
示
室
1
（
外
国
人
た
ち
と
同
志
社
、
開
館

時
に
は
世
界
の
中
の
同
志
社
に
名
称
変
更
）、
展
示
室
「
同
志
社
の
今
」
を
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
、
二
階
に
設
置
す
る

展
示
室
「
京
都
の
中
の
同
志
社
」
は
大
学
歴
史
資
料
館
が
、
展
示
室
2
（
Ｊ
・
Ｎ
・
ハ
リ
ス
と
同
志
社
）
は
セ
ン
タ
ー
が
管
理
運

営
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
常
設
展
示
で
あ
る
。
ま
た
同
項
に
て
、
企
画
展
を
実
施
す
る
企
画
展
示
室
は
当

面
、
大
学
歴
史
資
料
館
と
セ
ン
タ
ー
が
交
代
で
展
示
を
実
施
し
、
他
の
企
画
展
も
適
宜
行
う
と
あ
る
。
こ
の
申
合
せ
に
よ
る
展
示

室
の
部
屋
割
が
採
用
さ
れ
、
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
に
開
館
し
、
現
在
に
至
る
。
な
お
、
名
称
の
う

ち
「
記
念
」
の
文
言
削
除
は
二
〇
一
三
年
度
第
一
五
回
部
長
会
に
て
正
式
決
定
さ
（
72
）

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
誕
生
は
同
志
社
創
立
一
三
五
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画

の
付
随
事
項
で
あ
り
、
博
物
館
の
誕
生
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、N

eesim
a
Room

が
担
っ
た
創
立
者
及
び

同
志
社
史
に
関
す
る
テ
ー
マ
展
示
の
実
践
は
受
け
継
が
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
企
画
展
示
室
に
そ
の
性
質
が
受
け
継
が
れ
た
。
加

え
て
、
セ
ン
タ
ー
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
時
に
こ
れ
ま
で
の
展
示
活
動
に
加
え
て
常
設
展
示
室
六
室
の
う
ち
五
室
を
管
理
す
る
こ

と
と
な
り
、
展
示
活
動
が
質
的
量
的
に
相
当
程
度
拡
大
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
部
署
が
新
設
さ
れ
ず
、
運
営
は
委
員
会
が
行

い
、
事
務
局
は
セ
ン
タ
ー
が
担
う
と
い
う
変
則
的
な
運
営
方
式
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
（
73
）

た
め
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
に
よ
っ
て
発
生

す
る
業
務
量
負
担
は
、
社
史
資
料
調
査
員
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）
一
名
の
採
用
で
軽
減
を
図
る
に
と
ど
ま
（
74
）

っ
た
。
同
志
社
に
お
け
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る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
の
拡
大
と
深
化
と
い
う
意
味
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
果
た
し
た
役
割
は
絶
大
で
あ
る
が
、
一
方
で

展
示
環
境
の
整
備
は
完
全
に
は
行
わ
れ
ず
、
博
物
館
の
再
指
定
に
関
す
る
議
論
は
な
さ
れ
ず
、
展
示
活
動
を
実
施
す
る
施
設
と
し

て
運
営
す
る
に
は
、
相
応
の
自
助
努
力
が
必
要
と
な
っ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
全
体
の
展
示
環
境
維
持
が
喫
緊
且

つ
恒
常
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
企
画
展
示

同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
常
設
展
示
室
五
室
を
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
、
一
室
を
大
学
歴
史
資
料
館
が
担
当
す
る
こ
と

で
運
営
が
始
ま
っ
た
。
他
方
、
企
画
展
示
に
つ
い
て
は
表
2
の
よ
う
に
現
在
（
二
〇
二
一
年
九
月
）
ま
で
に
特
別
展
三
回
、
企
画

展
二
二
回
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
セ
ン
タ
ー
担
当
が
一
七
回
（
第
三
回
企
画
展
は
実
質
的
に
セ
ン
タ
ー
が
主
催
の
た
め
加

算
し
た
）、
歴
史
資
料
館
担
当
が
六
回
、
外
部
か
ら
の
持
ち
込
み
企
画
が
二
回
で
あ
る
。
企
画
展
と
は
、
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
歴

史
資
料
館
が
各
部
署
の
事
業
と
し
て
実
施
し
、
運
営
委
員
会
の
承
認
を
得
て
実
施
さ
れ
る
展
示
で
あ
る
。
特
別
展
は
運
営
委
員
会

の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
、
常
設
展
示
の
延
長
線
上
で
実
施
さ
れ
る
展
示
で
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
後
の
企
画
展
は
、
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た
企
画
展
に
限
る
と
、
同
志
社
の
歴
史
全
般
を
対
象
と
し
、
創
立
者
や
学
校
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

同
志
社
が
輩
出
し
て
き
た
人
物
が
培
っ
た
国
内
外
の
人
脈
や
地
縁
を
頼
り
に
学
校
の
社
会
的
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
テ
ー
マ
も
設

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
新
の
企
画
展
で
は
新
制
大
学
以
降
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
実
践
さ
れ
て
き
た
現
行
制
度
の
一
事
例

と
し
て
、
社
会
的
影
響
を
受
け
な
が
ら
深
化
・
発
展
し
て
い
る
障
が
い
学
生
支
援
制
度
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
過
程
だ
け
で
な

く
、
過
去
の
同
志
社
の
歴
史
に
お
け
る
障
が
い
学
生
へ
の
対
応
を
資
料
で
示
し
、
現
行
制
度
を
冷
静
に
見
つ
め
直
す
視
点
を
提
供

す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
次
回
の
展
示
（
二
〇
二
二
年
一
月
よ
り
実
施
予
定
）
で
は
、
明
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表
2
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
一
覧
表

（
2013

年
11
月
～
2021

年
9
月
）

総
入
館

（
入
室
）

者
数

17,572

不
明

3,682

9,778

不
明

1,789

13,460

不
明

8,710

7,939

不
明

期
間

2013年
11月

29日
～
2014年

2
月
28日

2014年
4
月
12日

～
5
月
25日

2014年
6
月
5
日
～
22日

2014年
7
月
15日

～
8
月
31日

2014年
10月
15日
～
12月
21日

2015年
2
月
13日

～
17日

2015年
4
月
21日

～
6
月
21日

2015年
9
月
26日

～
11月

8
日

2015年
12月

8
日

～
2016年

2
月
10日

2016年
5
月
10日

～
6
月
25日

2016年
8
月
25日

～
9
月
18日

協
力
／
後
援
／
そ
の
他

協
力
：
福
島
県
、
会
津
若
松
市
、
福
島
県
立
博
物

館
、
若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館
、
日
本
基
督
教

団
、
同
志
社
教
会

協
力
：
同
志
社
大
学
図
書
館

後
援
：
学
校
法
人
同
志
社

協
力
：
学
校
法
人
神
戸
女
学
院
、
同
志
社
大
学
人

文
科
学
研
究
所
、
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
、
同

志
社
大
学
図
書
館

後
援
：
高
知
県
、
高
知
県
教
育
委
員
会
、
高
知

市
、
高
知
市
教
育
委
員
会
、
高
知
城
管
理
事
務

所
、
協
力
：
マ
キ
キ
聖
城
キ
リ
ス
ト
教
会
、
高
知

市
自
由
民
権
記
念
館
、
奥
村
多
喜
衛
協
会
、
全
国

同
信
伝
道
会
、
高
知
県
立
高
知
大
手
前
高
等
学

校
、
土
佐
塾
中
学
・
高
等
学
校
、
清
和
女
子
中
・

高
等
学
校
、
同
志
社
校
友
会
高
知
県
支
部
、
同
志

社
同
窓
会
高
知
支
部
、
同
志
社
大
学
図
書
館

協
力
：
同
志
社
大
学
図
書
館

主
催
／
共
催

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館学
校
法
人
同
志
社

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

尹
東
柱
70
周
年
忌
詩

碑
建
立
20
周
年
記
念

行
事
実
行
委
員
会

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館共
催
：「
ハ
ワ
イ
に
高

知
城
を
立
て
た
男

奥
村
多
喜
衛
展
」
実
行
委

員
会
、
同
志
社
社
史
資

料
セ
ン
タ
ー

共
催
：
同
志
社
社
史
資

料
セ
ン
タ
ー
・
同
志
社

大
学
天
文
同
好
会

主
催
：
京
都
・
大
学
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
連
携
／
共

催
：
京
都
・
大
学
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
連
携
参
加
校

タ
イ
ト
ル

新
島
襄
と
八
重

森
浩
一
の
考
古
学
―
―
遺
跡
を
共
有
す

る
精
神

新
島
襄
渡
航
150
周
年
新
島
襄
の
『
蓬

桑
』
の
志

同
志
社
と
絵
画

カ
ン
バ
ス
に
広
が
る

同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス

同
志
社
と
文
学

尹
東
柱
没
後
70
年

福
岡
・
京
都
・

東
京

遺
稿
・
遺
品
巡
回
展

は
じ
ま
り
の
地
―
―
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か

ら
寺
町
丸
太
町
、
今
出
川
へ
―
―

縄
文
貝
塚
研
究
と
酒
詰
仲
男

没
後

50
年

奥
村
多
喜
衛
生
誕
150
年
、
同
志
社
・

ハ
ワ
イ
交
流
80
年

ハ
ワ
イ
に
高
知

城
を
た
て
た
男

奥
村
多
喜
衛

同
志

社
・
ハ
ワ
イ
交
流
前
史

同
志
社
大
学
天
文
同
好
会
創
立
五
十
周

年
新
島
襄
の
見
た
宇
宙

考
古
も
い
っ
ぱ
い
！

大
学
は
宝
箱
！

京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
合
同

展

種
別

第
1
回

企
画
展

第
2
回

企
画
展

第
3
回

企
画
展

第
4
回

企
画
展

第
5
回

企
画
展

特
別
展

第
6
回

企
画
展

第
7
回

企
画
展

第
8
回

企
画
展

特
別
展

第
9
回

企
画
展
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不
明

3,791

12,240

不
明

4,854

16,009

8,559

不
明

8,392

8,776

8,998

1,059

3,156

3,015

各
種
情
報
は
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
事
務
文
書
か
ら
抽
出
し
た
。
な
お
、
主
催
者
の
表
記
は
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
同
志
社

社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
略
し
た
。

※
1
第
21
回
企
画
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
で
4
月
9
日
ま
で
の
開
催
。

2016年
11月
19日
～
12月

3
日

2016年
12月

6
日
～
27日

2017年
5
月
16日

～
7
月
9
日

2017年
10月
14日
～
12月

3
日

2018年
3
月
13日

～
4
月
28日

2018年
8
月
1
日
～
10月

7
日

2018年
11月

1
日
～
12月
22日

2019年
2
月
26日

～
3
月
24日

2019年
4
月
9
日
～
6
月
9
日

2019年
7
月
2
日
～
8
月
25日

2019年
10月

1
日
～
12月

1
日

2020年
3月
20日
～
4月
26日
※
1

2020年
9
月
23日

～
12月

1
日

2021年
3
月
19日

～
5
月
23日

協
力
：
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
徳
富

蘇
峰
記
念
館
、
同
志
社
女
子
大
学
、
同
志
社
香
里

中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研

究
所
／
協
賛
：
京
都
府
明
治
150
年
京
都
創
生

協
力
：
山
岡
家
、
日
本
基
督
教
団
岸
和
田
教
会

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

主
催
：
同
志
社
大
学
地

学
研
究
会
・
同
志
社
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館主
催
：
安
中
古
文
書
学

習
協
議
会
・
同
志
社
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー

主
催
：
岸
和
田
市
教
育

委
員
会
、
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

同
志
社
大
学
歴
史
資
料

館同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー

主
催
：
同
志
社
大
学
学

生
支
援
機
構
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
障
が
い
学
生

支
援
室
・
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー

二
條
家
文
書
の
世
界

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
新
収
蔵
品

展
―
―
新
島
公
義
宛
書
簡
等
資
料
の
紹

介
―
―

同
志
社
大
学
地
学
研
究
会
創
立
50
周

年
記
念

新
島
襄
が
感
じ
た
地
球

弥
生
・
古
墳
集
落
と
モ
ノ
作
り
～
京
都

盆
地
・
淀
川
流
域
を
中
心
に
～

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
2017

年
度
新
収
蔵
品
展

新
島
襄
の
か
お

学
徒
出
陣
75
年

私
学
と
兵
役
―
―

同
志
社
の
学
徒
出
陣

森
浩
一
の
考
古
学
2
考
古
学
は
地
域

に
勇
気
を
与
え
る

新
島
家
と
安
中
藩
―
―
安
中
古
文
書
学

習
協
議
会
の
翻
刻
成
果
の
公
開
―
―

近
代
の
夜
明
け
と
キ
リ
ス
ト
教
―
―
岸

和
田
と
同
志
社

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
―
―
ハ
ワ
イ

か
ら
同
志
社
へ
―
―

古
代
計
帳
に
載
る
ム
ラ
―
―
山
背
国
愛

宕
郡
出
雲
郷
を
め
ぐ
る
考
古
学
―
―

同
志
社
の
145
年
―
―
そ
の
と
き
、
学

生
た
ち
は
何
を
想
っ
た
の
か
―
―

「
支
え
合
う
志
」
を
つ
な
い
で
―
―
障

が
い
学
生
支
援
制
度
発
足
20
周
年

―
―

第
10回
企
画
展

第
11回
企
画
展

第
12回
企
画
展

第
13回
企
画
展

第
14回
企
画
展

第
15回
企
画
展

第
16回
企
画
展

第
17回
企
画
展

第
18回
企
画
展

第
19回
企
画
展

第
20回
企
画
展

第
21回
企
画
展

特
別
展

第
22回
企
画
展

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察
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治
後
期
に
始
ま
る
私
立
学
校
の
高
等
教
育
へ
の
渇
望
か
ら
、
専
門
学
校
令
、
大
学
令
、
戦
後
の
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に

基
づ
き
私
立
学
校
が
高
等
教
育
を
整
備
し
て
い
く
様
を
同
志
社
を
事
例
と
し
て
資
料
で
示
し
、
同
時
に
私
立
学
校
と
し
て
、
あ
る

い
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
掲
げ
る
学
校
と
し
て
抱
え
た
苦
悩
と
利
点
を
示
す
展
示
を
準
備
中
で
（
75
）

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
設
立
さ
れ
て
初
め
て
国
内
外
の
社
会
に
お
け
る
同
志
社
の
位
置
付
け
を
考
え
る
よ
う
な
テ
ー
マ
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
5
）
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
特
別
陳
列

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
三
つ
目
の
展
示
形
態
と
し
て
特
別
陳
列
が
あ
る
。
特
別
陳
列
と
は
、
学
内
外
の
団
体
が
運
営
委
員
会
の

承
認
を
得
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
階
に
あ
る
常
設
展
示
室
「
同
志
社
の
今
」
で
実
施
す
る
展
示
の
呼
称
で
あ
る
。
た
だ
し
、
展
示
の

規
模
に
よ
っ
て
は
企
画
展
示
室
で
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。
二
〇
一
三
年
の
開
館
以
来
実
施
さ
れ
た
特
別
陳
列
は
後
出
の
表
3
の

通
り
で
あ
る
。

特
別
陳
列
は
、
学
内
外
の
人
が
同
志
社
と
関
わ
り
、
活
動
す
る
と
い
う
理
念
が
最
も
反
映
さ
れ
た
展
示
活
動
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
同
志
社
に
関
わ
る
展
示
内
容
、
も
し
く
は
同
志
社
の
関
係
者
と
し
て
活
動
す
る
人
々
、
特
に
学
生
ら
の
正
課
及
び
課
外
活
動

の
成
果
発
表
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ノ
資
料
を
所
蔵
し
て
い
な
い
団
体
が
写
真
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
中
心

の
展
示
を
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。
大
学
内
の
団
体
が
開
催
主
催
者
の
多
数
を
占
め
る
が
、
一
般
団
体
が
同
志
社
を
通
じ
て
社
会

に
問
題
の
提
起
や
喚
起
を
行
う
展
示
な
ど
も
あ
る
。
特
別
出
陳
の
た
め
に
使
用
を
許
可
す
る
部
屋
の
基
本
的
な
性
格
は
貸

（
76
）

部
屋
で
、
そ
こ
で
実
施
す
る
展
示
は
、
運
営
委
員
会
の
管
理
下
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
活
動
方
針
を
理
解
し
た
上
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
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五

終
わ
り
に
―
―
展
示
活
動
を
通
し
て
み
た
現
状
と
課
題

同
志
社
に
お
け
る
展
示
活
動
は
、
明
治
期
に
お
い
て
は
学
校
教
育
と
リ
ン
ク
し
た
、
独
自
の
目
的
を
持
っ
た
活
動
で
あ
っ
た

が
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
わ
る
活
動
で
は
な
か
っ
た
。
転
機
は
周
年
事
業
で
あ
り
、
同
志
社
の
場
合
、
創
立
者
の
新
島
襄
が

四
六
歳
一
一
ヶ
月
と
い
う
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
永
眠
五
〇
周
年
の
際
に
は
直
接
教
え
を
受
け
た
人
々
、
そ
う
し
た
人
々

か
ら
影
響
を
受
け
た
人
々
、
あ
る
い
は
新
島
の
親
族
ら
の
協
力
に
よ
り
、
創
立
者
の
資
料
や
同
志
社
の
創
設
期
の
展
示
施
設
が
完

成
し
た
。
そ
の
後
資
料
収
集
が
継
続
さ
れ
、
同
志
社
に
お
い
て
学
校
史
に
関
わ
る
初
め
て
の
展
示
活
動
が
一
九
四
二
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
私
立
学
校
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
よ
く
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
志
社
の
場
合
、
遺
品
庫
の
性
格
の
影
響
で
、
展
示
の
内
容
は
自
ず
か
ら
創
立
者
を
中
心
と
す
る
テ
ー
マ
に
限
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
遺
品
庫
が
必
然
的
に
展
示
室
兼
収
蔵
庫
の
役
割
を
担
っ
た
た
め
、
将
来
の
収
容
能
力
の
限
界
を
迎
え
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
た
事
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
遺
品
庫
は
展
示
活
動
を
主
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
資
料
の
長
期
保
存
を
可
能
と
す
る

収
蔵
施
設
と
し
て
の
能
力
に
は
疑
義
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
う
し
た
資
料
業
務
の
相
対
す
る
活
動
、
す
な
わ
ち
保
存
と
展
示
活
動
に
お
け
る
問
題
点
が
抜
本
的
に
解
消
さ
れ
た
の
は
一
九

九
五
年
のN
eesim

a
Room

開
設
と
二
〇
〇
〇
年
の
遺
品
庫
の
完
全
収
蔵
庫
化
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ド
面
に
問
題
は
残
る
も
の
の
、

保
存
と
展
示
活
動
の
事
業
仕
分
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
後
も
拡
大
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
活
動
を
可
能
と

す
る
意
味
で
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
展
示
活
動
の
テ
ー
マ
の
範
囲
は
従
前
と
同
様
で

あ
っ
た
。
テ
ー
マ
の
拡
大
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
展
示
活
動
を
担
っ
て
き
た
編
集
所
が
一
九
九
五
年
の
法
人
内
事
務
組
織
の
整
理

大学アーカイヴズの展示活動の現状に関する一考察

63



表
3
特
別
陳
列
一
覧

（
2013

年
11
月
～
2021

年
9
月
）

実
施
日
数

598928157132092516203910

期
間

2013年
11月

29日
～
2014年

2
月
20日

2014年
3
月
11日

～
6
月
29日

2014年
9
月
30日

～
11月

2
日

2014年
11月
21日
～
12月

7
日

2014年
12月

13日
～
19日

2015年
2
月
6
日
～
21日

2015年
3
月
31日

～
4
月
26日

2016年
2
月
13日

～
25日

2016年
3
月
29日

～
5月
7日

2016年
5
月
10日

～
28日

2016年
5
月
31日

～
6
月
25日

2016年
7
月
29日

～
9
月
24日

2016年
10月

4
日
～
15日

協
力
／
後
援
／
そ
の
他

後
援
：
福
島
県
、
京
都
府
、
京
都
市
／
協
力
：
学

校
法
人
同
志
社

協
力
：
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

協
力
：
浪
江
町
役
場
、
福
島
県
笹
谷
東
部
仮
設
住

宅
自
治
会
ま
ち
づ
く
り
N
PO
新
町
な
み
え
、
福

島
民
友
新
聞
社
、
福
島
民
報
社
、
京
都
新
聞
社
、

早
稲
田
大
学
、
高
木
成
幸
、
同
志
社
大
学
同
志
社

社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

運
営
：
同
志
社
大
学
経
済
学
部
科
目
「
ア
ー
ト
・

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
」
受
講
生
／
協
力
：
株
式
会
社

A
G
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

協
力
：
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
学
科
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

協
力
：
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
、
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
学
科
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

協
力
：
N
A
C
S
―
J自
然
観
察
指
導
員
奈
良
連
絡

会
、
奈
良
県
高
山
茶
筅
生
産
協
同
組
合
、
や
ま
あ

そ
び
制
作
委
員
会
、
与
名
正
三
（
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ

ス
Y
O
N
A）

協
力
：
G
orleben

A
rchiv

e.V
.

協
力
：
同
志
社
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
支
援
課

主
催
／
共
催

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

福
島
民
友
新
聞
社
、
福

島
中
央
テ
レ
ビ

松
蔭
寮
50
周
年
記
念

展
実
行
委
員
会

N
PO
法
人
ナ
ル
ク
京

都
「
こ
と
の
会
」

A
rt
A
uction

STO
R
Y

…
…
V
ol.5
実
行
委
員

会同
志
社
女
子
大
学
学
芸

学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
二
瓶
研
究
室

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
女
子
大
学
学
芸

学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
二
瓶
研
究
室

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
岸
基
史
ゼ
ミ

ナ
ー
ル

主
催
：
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン・

ポ
ス
タ
ー
展
京
都
巡
回

実
行
委
員
会
／
共
催
：

主
婦
連
合
会
、
一
般
社

団
法
人
主
婦
会
館
、

TEG
A
M
I ―
―
Perspek-

tiven
japanischerK

ün-
stler
同
志
社
大
学
同
志
社
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

タ
イ
ト
ル

美
術
部
ク
ラ
マ
画
会
創
部
100
周
年
記

念
展
～
同
志
社
学
内
展
～

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
3
年

―
―
福
島
の
現
場
を
考
え
る

松
蔭
寮
50
年
～
第
2
の
故
郷
（
お
う

ち
）
～

福
島
の
現
状

東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
か
ら
3
年
半
余
り

同
志
社
大
学
ア
ー
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

STO
R
Y
V
ol.5

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
科
二
瓶
ゼ
ミ
卒
業
研
究
成
果

発
表
展

同
志
社
大
学
美
術
部
ク
ラ
マ
画
会
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
展

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
科
二
瓶
ゼ
ミ
卒
業
研
究
成
果

発
表
展

春
の
学
内
展

里
山
ひ
と
と
き
展

ポ
ス
タ
ー
に
見
る
核
廃
棄
物
処
理
場
反

対
運
動

ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン

“A
TO
M
K
R
A
FT
N
EIN
D
A
N
K
E”

写
真
展
「
一
体
感
―
―
ス
ポ
ー
ツ
の
も

う
ひ
と
つ
の
魅
力
―
―
」

後
期
展
「
み
ん
な
の
秋
、
だ
れ
か
の

秋
」

回
数

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
10回

第
11回

第
12回

第
13回
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451011112548112311101210617171010

�
1206

�
1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
延
期
。

2016年
11月

10日
～
2017年

1
月
14日

2017年
1
月
17日

～
28日

2017年
2
月
3
日
～
18日

2017年
3
月
14日

～
25日

2017年
3
月
28日

～
5
月
6
日

2017年
5
月
16日

～
7
月
9
日

2017年
10月

3
日
～
15日

2018年
4
月
3
日
～
28日

2018年
10月

2
日
～
13日

2018年
10月

16日
～
27日

第
一
部
：
2018年

12月
4
日

～
9
日
／
第
2
部
：
12月

11日
～
16日

2019年
1
月
8
日
～
19日

2019年
3
月
5
日
～
10日

2019年
4
月
2
日
～
21日

2019年
10月

8
日
～
20日

2019年
10月
23日
～
11月

2
日

第
1
部
：
2019年

12月
10日

～
14日

／
第
2
部
：
12月

17日
～
21日

2020年
3
月
31日

～
4
月
19日

2020年
11月

4
日
～
29日

2021年
3
月
23日

～
28日

協
力
：
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
学
科
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

協
力
：
浪
江
町
役
場
、
福
島
民
友
新
聞
社
、
同
志

社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

協
賛
：
同
志
社
大
学
書
道
部
後
援
会

協
賛
：
同
志
社
大
学
書
道
部
後
援
会

同
志
社
大
学
京
都
と
茶

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

同
志
社
大
学
写
真
同
好

会同
志
社
女
子
大
学
学
芸

学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
二
瓶
研
究
室

N
PO
法
人
ナ
ル
ク
京

都
「
こ
と
の
会
」

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
地
学
研
究

会同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
書
道
部

同
志
社
大
学
書
道
部

同
志
社
大
学
写
真
同
好

会同
志
社
大
学
書
道
部

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
書
道
部
二

回
生

同
志
社
大
学
書
道
部
二

回
生

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

同
志
社
大
学
美
術
部
ク

ラ
マ
画
会

国
際
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
21
世
紀

の
茶
室
」
入
選
作
品
展

テ
ー
マ
・
新

し
い
時
代
の
立
礼
式
茶
室
の
空
間
デ
ザ

イ
ン

写
真
同
好
会
冬
季
写
真
展
「
水
」

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
科
二
瓶
ゼ
ミ
卒
業
研
究
成
果

発
表
展

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
7
年

目
の
福
島
の
現
状

春
の
学
内
展
「
い
ぶ
き
」

同
志
社
大
学
地
学
研
究
会

地
学
に
魅

せ
ら
れ
た
五
十
年
の
軌
跡
、
そ
し
て
未

来
へ

後
期
展
「
秋
の
躍
動
」

春
の
学
内
展
「
桜
花
爛
漫
」

後
期
展
「
ち
い
さ
い
秋
」

二
回
生
展
「
粋
」

同
志
社
大
学
書
道
部
展

玄
冬
展

同
志
社
大
学
写
真
同
好
会

冬
季
写
真

展
「
救
い
」

同
志
社
大
学
書
道
部
卒
部
展
「
一
里

塚
」

春
の
学
内
展
「
風
光
る
」

後
期
展
「
秋
を
魅
せ
る
」

二
回
生
展
「
凛
」

同
志
社
大
学
書
道
部
展

玄
冬
展

春
の
学
内
展
「
春
来
る
」

秋
の
学
内
展
「
秋
立
つ
」

卒
展
＆
ク
ラ
マ
画
会
展

第
14回

第
15回

第
16回

第
17回

第
18回

第
19回

第
20回

第
21回

第
22回

第
23回

第
24回

第
25回

第
26回

第
27回

第
28回

第
29回

第
30回

第
31回

第
32回

第
33回
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を
経
て
設
置
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
の
規
定
に
「
同
志
社
社
史
編
纂
に
関
す
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
二

〇
二
五
年
に
同
志
社
が
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
過
去
に
編
纂
さ
れ
た
『
同
志
社
五
十
年
史
』『
同
志
社
九
十
年
小
史
』

『
同
志
社
百
年
史
』
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
新
た
に
編
む
年
史
に
貢
献
す
る
と
い
う
目
的
も
展
示
活
動
に
暗
に
付
さ
れ
た
。
表

2
に
示
し
た
展
示
テ
ー
マ
の
展
開
は
、
セ
ン
タ
ー
の
年
史
編
纂
の
た
め
の
情
報
収
集
・
先
行
研
究
の
蓄
積
と
い
う
意
味
合
い
が
強

い
。
そ
の
た
め
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
以
降
は
、
記
録
を
残
す
た
め
に
、
可
能
な
限
り
展
示
図
録
（
六
〇
―
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
程
度
）

を
作
成
し
て
い
る
。
将
来
の
年
史
編
纂
を
意
識
し
た
展
示
活
動
と
そ
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
展
示
活
動
の
意

味
と
意
義
を
確
保
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
展
示
活
動
は
、
所
蔵
資
料
の
公
開
と
い
う
側
面
と
、
学
外
に
存
在
す
る
同
志
社
社
史
編
纂
に
関
わ
る
資

料
所
在
の
調
査
と
収
集
作
業
を
兼
ね
た
事
業
で
あ
る
。
こ
の
考
え
の
延
長
線
上
に
常
設
展
示
室
「
同
志
社
の
今
」
に
お
け
る
学
内

外
の
団
体
が
行
う
展
示
活
動
も
あ
る
。
た
だ
し
、
展
示
活
動
を
十
全
に
実
施
す
る
施
設
も
な
け
れ
ば
独
立
し
た
組
織
も
存
在
し
な

い
。
か
つ
て
学
内
で
望
ま
れ
た
博
物
館
構
想
は
部
分
的
に
は
実
現
さ
れ
た
が
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
展
示
活
動
を
含
め
た
大
学

総
合
博
物
館
の
必
要
性
に
関
す
る
議
論
は
、
資
料
の
永
続
的
な
保
存
と
公
開
の
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
同

志
社
は
二
〇
二
一
年
に
創
立
か
ら
一
四
六
年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
歴
史
の
蓄
積
を
守
る
と
同
時
に
公
開
施
設
に
つ
い
て
は
未
だ
に

課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
消
し
な
が
ら
、
展
示
活
動
に
つ
い
て
は
、
社
会
に
基
軸
を
置

き
、
私
立
学
校
の
社
会
性
に
目
を
向
け
る
よ
う
な
、
新
し
い
展
示
の
展
開
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
将
来
の
年
史
編
纂
へ
の

対
応
を
念
頭
に
、
自
校
史
研
究
及
び
自
校
史
を
客
観
視
し
得
る
研
究
を
充
実
さ
せ
、
か
つ
蓄
積
し
、
同
時
に
そ
の
研
究
成
果
に
対

す
る
一
般
社
会
の
反
応
や
評
価
を
知
り
得
る
上
で
展
示
活
動
は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
資
料
関
連
業
務
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

占
め
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
）
本
稿
で
使
用
す
る
同
志
社
と
は
結
社
及
び
法
人
と
し
て
の
同
志
社
を
意
味
す
る
。
一
八
七
五
年
に
同
志
社
結
社
、
一
九
〇
〇
年
に
財
団

法
人
化
、
一
九
五
〇
年
に
学
校
法
人
化
と
時
期
に
よ
り
法
人
名
は
変
化
す
る
が
こ
れ
ら
を
総
じ
て
同
志
社
と
称
す
。

（
2
）
本
稿
で
は
同
志
社
の
歴
史
を
略
し
て
同
志
社
史
と
記
す
。

（
3
）
河
野
仁
昭
「
同
志
社
宗
教
博
物
館
の
顚
末
」『
博
物
館
学
年
報
』
第
一
六
号
、
同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
、
一
九
八
四
年
一
二

月

（
4
）
同
志
社
宗
教
博
物
館
設
立
之
趣
旨
（
上
〇
三
六
六
）
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
。
な
お
、
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新

島
遺
品
庫
資
料
の
公
開
」（http://joseph.doshisha.ac.jp/ihinko/htm

l/n01/n01010/N
0101001G

.htm
l

）
で
閲
覧
可
能
。

（
5
）
設
立
委
員
「
宗
教
博
物
室
設
立
し
ニ
付
願
書
」
一
八
九
三
年
五
月
二
九
日
付
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
内
容
は
次
の
と

お
り
。「
一
新
築
の
神
学
館
中
に
宗
教
博
物
室
を
設
る
事

一
別
紙
の
如
き
趣
意
書
を
世
間
に
ニ
流
布
い
た
す
事

一
諸
新
聞
へ
短
き
広

告
を
出
し
趣
意
書
を
投
書
す
る
事

右
三
條
早
速
実
行
仕
度
候
間
別
紙
御
一
覧
の
上
御
許
し
被
下
度
候
奉
願
候
付
て
ハ
宗
教
博
物
室
設
立

の
義
宜
し
く
御
承
知
置
被
下
度
候
也

明
治
廿
六
年
五
月
廿
九
日

右
創
立
委
員

湯
浅
吉
郎

高
山
高
吉

ゴ
ル
ト
ン
」、
フ
ァ
イ
ル

名
「
宗
教
博
物
室
設
立
に
付
願
書
（
付
）
同
志
社
宗
教
博
物
館
設
立
之
趣
旨
〈
14
号
の
10
〉（
小
崎
社
長
関
係
書
類
1
）」（
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
6
）
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
は
一
八
九
三
年
四
月
に
上
棟
式
、
同
年
九
月
よ
り
授
業
で
利
用
さ
れ
た
と
記
録
に
あ
る
が
、「
趣
旨
」
が
公
表
さ
れ

た
六
月
の
時
点
の
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
不
明
。『
平
成
二
十
年
三
月

重
要
文
化
財

同
志
社
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、
便
利
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
二
頁
。

（
7
）
こ
の
報
告
書
内
の
項
目
「
同
志
社
報
告
」
に
「
神
学
校
は
又
昨
年
度
に
入
り
エ
ム
、
エ
ル
、
ゴ
ル
ド
ン
、
湯
浅
吉
郎
、
松
山
高
吉
の
三

氏
を
挙
げ
て
委
員
と
な
し
宗
教
博
物
館
の
新
設
を
企
て
仮
に
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
内
の
一
室
を
以
て
之
れ
に
充
て
四
方
の
有
志
よ
り
寄
送
せ

ら
れ
た
る
物
品
を
陳
列
せ
り
」
と
あ
る
。『
同
志
社
明
治
廿
六
年
度
報
告
』
同
志
社
、
一
八
九
四
年
四
月
、
二
頁
。
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（
8
）
各
年
度
の
報
告
書
の
う
ち
、
明
治
三
三
、
三
六
、
三
七
、
四
〇
年
度
の
報
告
に
は
寄
付
物
品
の
記
載
な
し
。
河
野
前
掲
論
文
、
二
二
―

二
九
頁
。

（
9
）
河
野
前
掲
書
、
一
五
―
一
六
頁
。

（
10
）
加
藤
延
年
「
随
想

博
物
室
に
籠
り
て
」『
我
等
の
同
志
社
』（『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
一
〇
号
）、
一
九
三
五
年
、
二
二
頁
。

（
11
）
『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
九
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
発
行
、
四
九
―
五
〇
頁
。

（
12
）
『
同
志
社
時
報
』
第
八
六
号
、
同
志
社
時
報
社
、
一
九
一
二
年
三
月
二
五
日

（
13
）
簿
冊
『
明
治
三
十
二
年
七
月
起

同
志
社
理
事
会
決
議
録
』
所
収
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
14
）
加
藤
前
掲
記
事
、
二
二
頁
。

（
15
）
玉
松
公
叙
「
紹
介

加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
同
志
社
時
報
』
第
五
八
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
六
年
七
月
、
四
八
頁
。

（
16
）
田
邉
利
幸
「
同
志
社
の
逸
品

加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
九
号
、
四
九
頁
。

（
17
）
当
時
の
職
員
録
を
確
認
す
る
と
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
度
ま
で
は
同
志
社
中
学
（
同
志
社
普
通
学
校
の
後
身
）
で
博
物
学
及
び
地

理
担
当
教
員
を
務
め
た
が
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
度
と
次
年
度
は
地
理
の
嘱
託
教
員
と
し
て
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
度
か
ら

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
度
ま
で
は
（
た
だ
し
、
一
九
三
八
年
度
は
記
録
無
）
博
物
館
事
務
の
嘱
託
教
員
と
し
て
名
前
が
あ
る
。

（
18
）
玉
松
前
掲
記
事
、
四
八
頁
。

（
19
）
田
邉
前
掲
記
事
、
四
九
頁
。

（
20
）
同
志
社
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
コ
ン
テ
ン
ツ
「
沿
革
」（https://w

w
w
.js.doshisha.ac.jp/high/A

bout-D
oshisha/our-history.htm

l

二
〇
二
一
年
八
月
三
十
日
確
認
）、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
わ
く
ら
」（https://w

w
w
.js.doshisha.ac.jp/high/G

alleries/arc/arc/A
rchives/peji/

Jyunkakan-A
lbum

.htm
l

二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
確
認
）
参
照
。
な
お
、
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
大
学
に
移
管
す
る
際
に
資
料
群
の
規

模
が
縮
小
さ
れ
た
と
筆
者
は
聞
い
て
い
る
。

（
21
）
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
年
、
六
二
三
頁
。
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（
22
）
「
理
事
会
記
録

大
正
十
五
年
一
月
二
十
三
日
開
会
」『
同
志
社
理
事
会
書
類
綴
自
大
正
十
四
年
至
昭
和
二
年
三
月
』
所
収
（
同
志
社
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
23
）
『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
一
二
号
（
一
九
二
七
年
七
月
一
五
日
発
行
）
で
初
め
て
建
設
募
金
の
開
始
と
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
一

年
半
の
空
白
期
間
は
、
学
生
会
館
建
設
資
金
募
金
を
優
先
さ
せ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）
「
新
島
会
館
維
持
会
成
る
」
及
び
「
同
志
社
新
島
会
館
維
持
会
規
則
」『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
七
一
号
、
一
九
三
三
年
一
月
一
五

日
発
行
、
四
―
五
頁
。

（
25
）
同
志
社
同
窓
会
と
は
同
志
社
女
子
部
の
出
身
者
及
び
女
学
校
教
職
員
ら
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、
校
友
会
と
は
別
組
織
で
あ
る
。

（
26
）
『
同
志
社
年
表
（
未
定
稿
）』
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
、
一
九
七
九
年
三
月
、
六
〇
頁
。

（
27
）
「
同
志
社
の
マ
ウ
ン
ト
バ
ー
ノ
ン

新
島
先
生
旧
邸

新
島
会
館
維
持
会
に
於
て
保
存
維
持
の
方
針
に
決
定
」『
同
志
社
校
友
同
窓
会

報
』
第
七
四
号
、
一
九
三
三
年
四
月
一
五
日
発
行
、
二
頁
。
決
定
の
経
緯
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
校
友
会
側
の
資
料
に
よ
る
と
、
維
持
会

が
積
極
的
に
同
志
社
へ
移
管
を
働
き
か
け
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
簿
冊
『
校
友
会
館
設
立
ニ
関
ス
ル
一
件
書
類
綴

大
正
一
四
―
一
五

年
』
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
28
）
『
校
友
会
館
設
立
ニ
関
ス
ル
一
件
書
類
綴

大
正
一
四
―
一
五
年
』
所
収

（
29
）
小
泉
八
雲
記
念
館
Ｈ
Ｐ
「
沿
革
」（https://w

w
w
.hearn-m

useum
-m
atsue.jp/about.htm

l#history

二
〇
二
一
年
九
月
八
日
確
認
）

（
30
）
「
同
志
社
創
立
六
十
周
年
（
明
治
八
年
―
昭
和
拾
年
）
新
島
先
生
記
念
博
物
館
建
設
趣
意
書
案
」
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

（
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
上
一
六
六
九
）

（
31
）
現
在
は
付
属
屋
と
称
し
て
現
存
。
一
九
八
五
年
六
月
一
日
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
附
指
定
。
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
指
定
書
付
書

参
照
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
32
）
簿
冊
『
新
島
遺
品
庫
関
係
資
料
綴

昭
和
十
六
―
十
七
年
』
所
収
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
33
）
「
九
月
常
務
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
九
月
二
六
日
、「
新
島
先
生
遺
品
庫
建
設
経
過
報
告
」
簿
冊
『
新
島
先
生
五
十
周
年
記
念
展
覧
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会
書
類
綴

昭
和
十
五
年
』（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
34
）
『
同
志
社
新
報
』
第
四
五
号
、
一
九
四
〇
年
三
月
二
〇
日
発
行
、
一
頁
。

（
35
）
『
同
志
社
新
報
』
第
四
六
号
、
一
九
四
〇
年
四
月
二
〇
日
発
行
、
四
頁
。

（
36
）
『
同
志
社
新
報
』
第
五
九
号
、
一
九
四
一
年
六
月
二
〇
日
発
行
、
一
頁
、『
同
志
社
新
報
』
第
六
二
号
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
〇
日
発

行
、
四
頁
、『
同
志
社
新
報
』
第
四
六
号
、
四
頁
、『
同
志
社
新
報
』
第
六
六
号
、
一
九
四
二
年
二
月
二
八
日
発
行
、
五
頁
、『
同
志
社
新

報
』
第
七
五
号
、
一
九
四
二
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
、
六
頁
。

（
37
）
『
同
志
社
新
報
』
第
五
九
号
、
一
頁
、「
新
島
先
生
遺
品
庫
建
設
経
過
報
告
」『
新
島
遺
品
庫
関
係
資
料
綴

昭
和
十
六
―
十
七
年
』
所

収

（
38
）
『
同
志
社
新
報
』
第
五
九
号
、
一
頁
。

（
39
）
陳
列
目
録
「
新
島
先
生
遺
品
庫
開
館
記
念
展
観
」
財
団
法
人
同
志
社
、
一
九
四
二
年
一
一
月
二
八
日
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
）

（
40
）
『
同
志
社
新
報
』
第
五
九
号
、
一
頁
。

（
41
）
「
貴
重
な
る
遺
品
を
深
井
英
五
氏
寄
贈
」『
同
志
社
新
報
』
第
六
二
号
、
六
頁
、「
新
島
先
生
遺
品
庫
へ
貴
重
な
寄
贈
」『
同
志
社
新
報
』

第
七
一
号
、
一
九
四
二
年
八
月
二
〇
日
発
行
、
五
頁
、「
新
島
遺
品
庫
へ
続
々
寄
贈
品
」『
同
志
社
新
報
』
第
七
四
号
、
一
九
四
二
年
一
一

月
二
〇
日
発
行
、
四
頁
、「
新
島
遺
品
庫
に
重
要
寄
託
」『
同
志
社
新
報
』
第
七
五
号
、
六
頁
。

（
42
）
河
野
仁
昭
、
レ
ジ
ュ
メ
「
一
私
学
の
文
書
館
―
―
同
志
社
社
史
資
料
室
と
新
島
先
生
遺
品
庫
―
―
」（『
日
本
近
代
思
想
体
系
』
第
一
七

巻
「
月
報
」
一
〇
号
よ
り
転
載
し
て
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
）（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
43
）
拙
稿
、
研
究
ノ
ー
ト
「
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
関
す
る
一
考
察
―
―
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
事
例
と
し
て
―
―
」『
名
古
屋
大

学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
三
一
頁
。

（
44
）
同
右
、
一
三
四
頁
。
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（
45
）
同
右

（
46
）
「
洛
中
洛
外
」『
京
都
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
六
四
年
六
月
一
六
日
発
行

（
47
）
こ
れ
ら
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
各
展
示
会
の
際
に
配
布
さ
れ
た
資
料
も
し
く
は
展
示
目
録
が
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
現
存
。
配

布
用
冊
子
「
文
書
で
見
る
『
同
志
社
創
学
』
展

同
志
社
創
立
九
七
周
年
記
念
」、
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
、
一
九
七
二
年
、
配
布
資

料
「
同
志
社
創
立
九
十
八
周
年
記
念
新
島
遺
品
庫
公
開
」
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
、
一
九
七
三
年
、
配
布
資
料
「
昭
和
四
十
九
年
度
秋

季
新
島
遺
品
庫
公
開
」
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
、
一
九
七
四
年
、
配
布
資
料
「
昭
和
五
十
年
度
夏
季
新
島
遺
品
庫
公
開
」、
同
志
社
社

史
史
料
編
集
所
、
一
九
七
五
年

（
48
）
河
野
前
掲
レ
ジ
ュ
メ

（
49
）
鈴
木
重
治
「
博
物
館
の
も
つ
教
育
力
―
―
同
志
社
に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
の
設
置
を
―
―
」『
同
志
社
時
報
』
第
九
八
号
、
学
校
法
人

同
志
社
、
一
九
九
四
年
一
一
月
、
四
三
頁
。

（
50
）
付
表
4
校
地
略
図
の
う
ち
「
1
．
同
志
社
今
出
川
地
域
配
置
図
」
及
び
「
31
．
同
志
社
田
辺
校
地
配
置
図
」『
事
業
報
告
一
九
八
五
年

度
』
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
八
六
年
五
月

（
51
）
宮
下
隆
夫
「
―
―
特
集
・
田
辺
校
地
―
―
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
学
に
あ
た
っ
て
―
―
女
子
大
学
の
こ
と
を
中
心
に
―
―
」『
同
志
社
時

報
』
第
八
〇
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
八
六
年
三
月
、
六
七
―
六
九
頁
。

（
52
）
拙
稿
前
掲
論
文
、
一
三
八
頁
。

（
53
）
法
人
直
轄
で
あ
っ
た
編
集
所
は
一
九
九
四
年
に
始
ま
る
法
人
事
務
組
織
の
改
正
に
伴
い
、
一
九
九
五
年
よ
り
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に

属
す
る
組
織
と
な
っ
た
。
拙
稿
前
掲
論
文
、
一
三
八
頁
。

（
54
）
「
人
文
科
学
研
究
所
第
八
回
運
営
委
員
会
記
録
」
一
九
九
九
年
二
月
一
八
日
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
55
）
「
人
文
科
学
研
究
所
第
六
回
運
営
委
員
会
記
録
」
一
九
九
九
年
一
一
月
二
五
日
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
56
）
施
設
課
「
2
．
新
島
遺
品
庫
内
の
恒
温
・
恒
湿
化
改
修
」『
同
志
社
大
学
広
報
』
第
三
二
七
号
、
同
志
社
大
学
広
報
委
員
会
、
二
〇
〇
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〇
年
四
月
三
〇
日
発
行
、
三
四
頁
。

（
57
）
岡
本
民
夫
「
は
じ
め
に
」『
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
館
報
』
一
九
九
六
―
一
九
九
七
年
度
（
創
刊
号
）、
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
、

一
九
九
八
年
八
月
、
冒
頭
ペ
ー
ジ

（
58
）
「
同
志
社
社
史
資
料
室
運
営
委
員
会
規
程
」『
同
志
社
例
規
集
』
追
録
第
一
九
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
九
六
年
七
月
、
二
一
八
七

頁
。

（
59
）
少
な
く
と
も
二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
人
文
科
学
研
究
所
と
資
料
室
の
統
合
が
委
員
会
等
で
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
の

段
階
で
統
合
案
は
白
紙
と
な
っ
た
。「
第
二
回
同
志
社
社
史
資
料
室
運
営
委
員
会
小
委
員
会
記
録
」
二
〇
〇
二
年
一
一
月
七
日
、
及
び

「
二
〇
〇
三
年
度
第
一
回
同
志
社
社
史
資
料
室
運
営
委
員
会
小
委
員
会
記
録
」
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
一
日
参
照
（
同
志
社
社
史
資
料
セ

ン
タ
ー
所
蔵
）

（
60
）
拙
稿
前
掲
論
文
、
一
三
九
頁
。

（
61
）
同
右
、
一
三
九
―
一
四
〇
頁
。

（
62
）
筆
者
は
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
よ
り
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
社
史
資
料
調
査
員
と
な
り
、
展
示
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
時

の
経
験
と
し
て
記
す
。

（
63
）
「
同
志
社
創
立
一
三
五
周
年
記
念
事
業
」『
同
志
社
時
報
』
第
一
二
九
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
一
二
一
頁
。

（
64
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
経
緯
に
つ
い
て
」『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
七
号
、
学
校

法
人
同
志
社
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
七
一
頁
。

（
65
）
ハ
リ
ス
理
化
学
館
構
想
検
討
委
員
会
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
の
構
想
に
つ
い
て
（
答
申
）」
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
付
、
一
―
三
頁
。

（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
66
）
構
想
検
討
委
員
会
は
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
を
博
物
館
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
学
外
者
や
博
物
館
を
愛
好
す
る
人
だ

け
で
な
く
、
同
志
社
内
諸
学
校
の
初
年
次
教
育
や
新
入
職
員
、
留
学
生
、
そ
の
他
同
志
社
に
関
わ
り
同
志
社
を
知
り
た
い
人
を
す
べ
て
対
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象
に
し
て
展
示
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
人
々
が
主
体
的
に
関
わ
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
構
想
し
た
こ
と
か
ら
博
物
館
で

は
な
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
る
。
構
想
検
討
委
員
会
委
員
を
務
め
た
者
と
し
て
こ
こ
に
記
録
す
る
。

（
67
）
部
長
会
資
料
「『
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
』
の
設
置
に
つ
い
て
」
二
〇
一
一
年
一
〇
月

二
七
日
付
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
68
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館
経
緯
に
つ
い
て
」『
同
志
社
時
報
』
第
一
三
七
号
、
七
二

頁
。

（
69
）
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
、
事
務
文
書
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
内

容
に
つ
い
て
（
答
申
）」
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
付
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
70
）
事
務
文
書
「
第
四
回
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
記
録
」
二
〇
一
二
年
二
月
七
日
付
（
同
志

社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
な
お
、
第
一
〇
回
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

委
員
長
か
ら
の
報
告
で
学
長
へ
の
中
間
報
告
と
し
て
「（
仮
）
同
志
社
記
念
館
（D

oshisha
M
em
orialG

allery

）」
を
名
称
と
し
て
使
用

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
答
申
で
は
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
新
島
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
通
称

同
志
社
記
念
館
・

D
oshisha

M
em
orialG

allery

）」
と
な
っ
た
。

（
71
）
第
一
八
回
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
置
準
備
作
業
部
会
、
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
開
催
、
資
料
五
、「
ハ
リ
ス

理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
体
制
、
利
用
形
態
等
に
関
す
る
申
合
せ
（
案
）」
二
〇
一
三
年
八
月
二
六
日
付

（
72
）
事
務
文
書
「
二
〇
一
三
年
度
第
一
五
回
部
長
会
記
録
」
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
73
）
二
〇
一
三
年
の
開
館
時
よ
り
現
在
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
務
め
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
業
務
の
う
ち
、
館
内
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
同

志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。

（
74
）
事
務
文
書
「
第
五
回
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
置
準
備
委
員
会
記
録
」
二
〇
一
三
年
四
月
二
五
日
（
同
志
社
社
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
設
置
準
備
委
員
会
の
初
期
の
段
階
で
は
専
従
職
員
設
置
案
も
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
廃
案
と
さ
れ
た
。
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（
75
）
会
議
資
料
「
二
〇
二
〇
年
度
第
四
回
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
」（
二
〇
二
一
年
三
月
一
九
日
開
催
）
の
う

ち
委
員
会
資
料
三
「
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
提
案
書
（
案
）」（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
76
）
各
展
示
室
は
無
料
で
貸
し
出
し
、
展
示
に
係
る
費
用
は
主
催
者
の
負
担
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
別
出
陳
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
活

動
の
一
環
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
及
び
チ
ラ
シ
の
印
刷
費
の
み
セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
て
い
る
。
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